
 

 

 

 

摂 津 市 議 会 

 

民生常任委員会記録 
 

 

 

令和６年３月１１日 

 

 

 

 

 

 

摂 津 市 議 会 
 



 

 

目       次 

 

民生常任委員会 

３月１１日 

 

 会議日時、場所、出席委員、説明のため出席した者、出席した議会事務局職員、 

 審査案件--------------------------------------------------------------------1 

 開会の宣告------------------------------------------------------------------3 

委員会記録署名委員の指名----------------------------------------------------3 

 議案第１号所管分及び議案第９号所管分の審査----------------------------------3 

  質疑（森西正委員、光好博幸委員、水谷毅委員、三好俊範委員） 

 議案第６号の審査-----------------------------------------------------------40 

質疑（光好博幸委員） 

議案第４号、議案第１２号及び議案第２８号の審査-----------------------------41 

質疑（三好俊範委員、福住礼子委員、森西正委員、光好博幸委員） 

議案第８号及び議案第１４号の審査-------------------------------------------54 

質疑（三好俊範委員、福住礼子委員、森西正委員） 

議案第７号、議案第１３号及び議案第２９号の審査-----------------------------57 

質疑（三好俊範委員、福住礼子委員） 

散会の宣告-----------------------------------------------------------------68 

 

 

 



- 1 - 

 

民 生 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和６年３月１１日（月）午前１０時    開会 

              午後 ４時３７分 散会 

 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 増 永 和 起  副委員長 光 好 博 幸   委  員 福 住 礼 子 

  委  員 水 谷  毅 委  員 森 西  正   委  員 三 好 俊 範 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のために出席した者 

副市長 奥 村 良 夫 

生活環境部長 吉 田 量 治  保健福祉部長 松 方 和 彦   

生活環境部理事 西 川  聡 同部次長 谷内田 修   

生活環境部副理事兼自治振興課長 川 本 勝 也 

同部副理事兼産業振興課参事 山 下  聰 

保健福祉部副理事兼生活支援課長 木 下 伸 記 

産業振興課長 鈴 木  誠  市民課長 森 口 雅 志  

文化スポーツ課長 妹 尾 智 行  環境政策課長 菰 原 知 宏 

環境業務課長 三 浦 佳 明  保健福祉課長 浅尾耕一郎 

高齢介護課長 細 井 隆 昭  障害福祉課長 小 西  仁   

国保年金課長 畑 原 陽 介  高齢介護課参事 辻  亮 輔 

国保年金課長代理 田 村 信 也 

 

１．出席した議会事務局職員 

事務局長 荒 井 陽 子  同局副主査 濵 野  淳 

 

１．審査案件（審査順） 

議案第 １号 令和６年度摂津市一般会計予算所管分 

議案第 ９号 令和５年度摂津市一般会計補正予算（第１０号）所管分 

議案第 ６号 令和６年度摂津市パートタイマー等退職金共済特別会計予算 

議案第 ４号 令和６年度摂津市国民健康保険特別会計予算 



- 2 - 

 

議案第１２号 令和５年度摂津市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第２８号 摂津市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第 ８号 令和６年度摂津市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第１４号 令和５年度摂津市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

議案第 ７号 令和６年度摂津市介護保険特別会計予算 

議案第１３号 令和５年度摂津市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

議案第２９号 摂津市介護保険条例の一部を改正する条例制定の件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

 

（午前１０時 開会） 

○増永和起委員長 ただいまから、民生常

任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、光好委員

を指名します。 

 森西委員の２回目の質問に入る前に、保

健福祉部長より発言の申出がありました

ので、発言を許可します。 

 松方保健福祉部長。 

○松方保健福祉部長 民生常任委員会の

冒頭に貴重なお時間をいただきましてあ

りがとうございます。 

 このたびの委員会におきまして、委員の

皆様から関連する質疑をお受けいたして

おりました、健都イノベーションパークに

おける市有地の売却につきまして、状況が

急変いたしましたので御報告申し上げま

す。 

 本委員会におきまして、担当から答弁さ

せていただきましたとおり、健都イノベー

ションパークの摂津市所有の土地の売却

に係る公募を令和５年１１月８日から開

始し、令和６年３月２６日には健都イノベ

ーションパーク立地企業等選定委員会を

開催し、提案内容の審査を行うことといた

しておりました。民生常任委員会の１日目

終了後の３月７日１７時頃に、公募選考に

係る参加意思表明書を提出されていた応

募企業１社が来庁され、辞退届を提出され

ました。 

 辞退された理由でございますが、直近の

建設費高騰などにより、当初の想定予算を

大幅に超過し、健都イノベーションパーク

にふさわしい施設の実現が困難であると

の判断によるものでございます。 

 なお、参加意思表明書を提出されていた

応募企業は当該企業１社のほかになかっ

たため、今回の公募型プロポーザル方式に

よる事業者募集選定につきましては、不調

となりますことを報告させていただきま

す。 

 なお、本件に関しましては、今後もこれ

までの市の方針にのっとり、引き続き事業

者募集に取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 以上、報告とさせていただきます。 

○増永和起委員長 説明が終わりました。 

 それでは、先日に引き続き、議案第１号

所管分及び議案第９号所管分の審査を行

います。 

 先日の森西委員の２回目の質問を求め

ます。 

 森西委員。 

○森西正委員 おはようございます。 

 先日１回目の御答弁までいただいたの

で、引き続きよろしくお願いします。 

 それではまず、補正です。新型コロナウ

イルスワクチン接種対策負担金、それに絡

めての事業ということです。お金の流れは

分かりました。新型コロナウイルスが５類

になりましたけれども、ちまたではやはり

発生しているようです。聞きますとコロナ

を発生して仕事を休んで、仕事に支障を来

しているという声も聞こえております。 

 また、インフルエンザも流行し、学校閉

鎖とかになったということです。まだこれ

からどうなるか分かりませんけれども、５

類になりました。その点は国で定められた

ことです。市は市として対策を別で考えて

いかなければいけないと思います。何が起

こるか分かりませんので、そのときには柔

軟な体制、臨機応変な対応を取っていただ

きますよう要望とさせていただきます。 

 一般会計予算、予算書の歳入です。国民

健康保険産前産後保険料負担金、生活困窮

者就労準備支援事業費等補助金、小児慢性



- 4 - 

 

特定疾病児童日常生活用具給付事業費補

助金です。この点に関してはご説明で分か

りましたので、この後は結構です。 

 予算書５０ページ、土地売払収入です。

今、部長から御説明がありました。健都イ

ノベーションパークで応募企業が辞退さ

れたとのことです。辞退されたばかりです

ので今後どうするかはまだ説明難しいと

思います。その点はまた、議会にスケジュ

ールとか、プロポーザル方式を同じように

されるのかとかご説明をいただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。 

 吹田市は吹田市でどういう流れで進め

られるのか、その点は情報をキャッチしな

がら、吹田市は吹田市で進められることが

ないように、そこは摂津市からも要望とい

いますか、進めていただきますようよろし

くお願いしたいと思います。 

 それでは、歳出です。都市交流費の中国

蚌埠市とオーストラリアのバンダバーグ

市の現状と６年生はどうするのかをお聞

かせいただきました。中国は政治的な部分

がありますので、どうなるのかと思います。

蚌埠市は特に長らく行き来がなくなって

います。摂津市も蚌埠市もお互い担当者が

変わられていて、やり取りはメール等でさ

れています。直接会って話をされたことが

ないとのことでありますから、少しずつま

た近づけていく、そういう行動を取ってい

ただきますようよろしくお願いします。 

 バンダバーグ市も引き続いて、今まで以

上に交流が深められますようお願いしま

す。それがまた、市民にとって有益になる

形で進めていただきますよう要望とさせ

ていただきます。 

 次が、地域活性化事業補助金に関してで

す。御答弁いただきましたが、２回目です。

今、自治会の条例を進められていると思い

ますが、この条例がどのような条例なのか

お聞かせいただきたいと思います。 

 つながりのまち摂津ということで、お互

い手を取り合っていきましょうという条

例であるのか。加入促進という条例である

のか。もしくは、他団体ＮＰＯを含めるこ

とも聞こえてきます。今議論をされている

のはどのような中身なのかお聞かせいた

だきたい。 

 続いて、味生コミュニティセンターの件

です。都市構造再編集中支援事業補助金が

あり、この補助金を使われるとのことです。

防災の観点から３階にという声もあると

聞いております。とりかいこども園では高

台まちづくりの補助金を使われて、高台に

するということで進めておられます。今回、

この都市構造再編集中支援事業費補助金

を使われて整備されようと思っておられ

ますけれども、鳥飼も味生も淀川と安威川

に挟まれており、そこは高台も考えるべき

ではないかと思います。そういう観点を教

えていただきたい。 

 続いて、温水プールのキャッシュレス化

です。ほかの公共施設はキャッシュレス化

になってなぜ温水プールはキャッシュレ

ス化にならないのか説明いただきました。

いろんな問題はあろうかと思います。市民

の立場からして利用がしやすいとか、支払

いが便利ということはこれからも模索検

討しながら進めていただきたい。これは要

望とさせていただきます。 

 続いて、民生児童委員の欠員状況をお聞

かせいただきました。 

 努力はされているんでしょうけれど、欠

員が埋まるというのは難しいもので、そこ

はやっぱり昔と比べて人の考え自体が変

わってきているところもあるんでしょう

ね。これは要望です。民生・児童委員だけ
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じゃなく自治会・ほかの団体など、団体に

所属することがなかなか少なく、加入が少

なくなってきています。行政の立場からす

ると例えば、自治会でも加入率が下がって

いる現状をどういうふうに増やしていこ

うかと、考え方を変えていってもらわなけ

ればならないと思います。 

 ただ、大人になって人格が形成されてか

ら変わるというのはなかなか難しいと思

います。ここは所管が違いますけれども、

例えば、子どものときから学校教育でそう

いう奉仕的な考えを持つことを教え、そう

いう人間を育てていかなければいけない

と思います。 

 ぜひとも、所管は違いますけれども、そ

こは摂津市が進めていって、全国的なモデ

ルになるような自治体行政を、これは民生

だけの話ではないので、市全体で考えてい

っていただきたい。これは要望とさせてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

 次に敬老事業です。内容についてはお聞

かせいただきました。令和６年度も同じ内

容で進められるのかお聞かせいただきた

いと思います。 

 続いて、老人クラブの加入についてです。

加入率と令和６年度、どう取り組まれてい

くかということで、これも加入率が低くな

って、どうやって加入率を増やしていくか

というところです。何とか創意工夫をされ

て加入率が増えるようにご努力いただき

ますようよろしくお願いします。これ要望

とさせていただきます。 

 続いて、シルバー人材センターです。も

ともとシルバー人材センターは摂津市が

高齢者生きがい公社としてつくられて、そ

れがシルバー人材センターとして全国に

広がっていったわけです。今、おのおのの

施設で、昔と違って競争して仕事を取られ

るという状況になっています。シルバー人

材センターは競争して仕事を取っていく

ところとは違うのではないかと思います。 

 仕事を出すほうからすれば、しっかりと

仕事をやっていただくほうがいいという

のはあると思います。民間と仕事内容を比

べると、やっぱり高齢の方がおられるから

スピードが遅かったり、若いときと比べて

正確性が薄れてきたり、物忘れが出てくる

ような方もいらっしゃいます。そこは、若

い人がされているところとは違うので、比

べて競い合うのは違うと思います。もとも

との高齢者の生きがい公社という摂津市

が全国で築き上げてきた原点に帰ってい

くような施策、団体であることをすべきで

はないかと思います。その点、要望とさせ

ていただきますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 続いて、障害者相談支援事業委託料です。

５４ページです。 

 これは消費税の問題です。共産党からも

議会運営委員会で意見書を出されてこら

れてます。私もこの消費税は業務内容から

するとやっぱり非課税であろうかと思い

ます。その辺、府内での相談支援に対する

課税・非課税はどんな状況なのかお聞かせ

いただきたいと思います。 

 続いて、市立みきの路運営事業です。待

機者があるとのことです。私も以前から質

問をさせていただいておりますが、この点

の市の対応、お考えをお聞かせいただきた

いと思います。 

 がん検診事業の件です。受診率アップを

いただくと。今回アンケートを取られると

いう部分もあります。摂津市は健康のまち

であるということをこれから全国的に売

り出していって、実際、体も健康であるよ

うに進めていかなければいけないと思い
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ます。その一つにこのがん検診の受診率の

アップがあって、もしがんになっても、い

ち早く発見して対応をするということを

やるべきだと思います。その点は様々なこ

とを考えていただいて、受診率アップにな

るようによろしくお願いしたいと思いま

す。 

 次が、地盤沈下の件です。また、この点

は出ましたら議会に説明いただきますよ

うよろしくお願いします。 

 次に、ＰＦＯＡに関してです。令和５年

度、の市はどういう動きをされていたのか

と、令和６年度はどのような動きをされよ

うとしているのかお聞かせいただきたい。 

 続いて、温暖化対策事業や太陽光パネル

の補助金についてです。この中に入ってお

るということであります。これはもっとも

っと拡大をすべきだと思いますので、これ

は要望とさせていただいて、よろしくお願

いします。 

 葬儀会館の立体駐車場解体工事の件で

す。小学校も近隣の民間の企業もいろいろ

わけがあってということであります。葬儀

件数の中で常にいっぱいになるというこ

とではなく、比率としては少ないんでしょ

うけれども、そこの対応がきちんとできて

いるかどうか。市民や近隣の方、参列に来

られた方が困らないようにやっぱり対策

を考えるべきだと思います。そこは担当で

ただ、駐車場を潰しただけではなくて潰し

て近隣の方、利用される方が困らないよう

に、市としてはこのような対応・対策を取

っていますということを考えていただき

ますよう、よろしくお願いします。 

 続いて、ごみ収集の件です。洗車場の設

計委託の件で説明等いただきました。例え

ばパッカー車を停めるところ大体３０台

ぐらいあるんでしょうか。向こうを解体し

たときにどこに停めるのかとか、例えば収

集作業員のシャワーはどこを使えるのか

とか。 

 収集作業員がパッカー車から降りて、シ

ャワーを浴びに来るまで、どういう動線を

通ってとか、細かいところになりますと

様々な問題が出てこようかと思います。仮

に近畿自動車道の下に停めて、庁内のどこ

かでシャワー室を使うとなったときに、近

畿自動車道の下からずっと歩いてくるの

かとかそういう問題が生じてきます。やっ

ぱりそこは考えていただきますようよろ

しくお願いしたいと思います。この点は要

望とします。 

 別で、これも一般質問で質問させていた

だきました。ごみステーションです。 

 高齢の方がかごが重たいということで

の対策の話をさせていただいております。

その点、どういう対応を考えておられるの

か改めてお聞きします。 

 広域処理の負担金の件は、分かりました。

結構です。 

 続いて、鳥飼なすの件です。これは要望

とさせていただきます。摂津市は鳥飼なす

を全国的に売り出していくということで

あれば、現状のままではなかなか厳しい思

います。農家の担い手とか、例えば鳥飼な

すを作られる方を増やしていかないとい

けないと思います。その点、農業従事者の

方からも声を聴かれて、前に鳥飼のまちづ

くりグランドデザインのところでそうい

う補助金をとおっしゃられた方がおられ

ましたので、そういうことも模索をして、

全国的に鳥飼なすが広がるような施策を

考えていただきますよう、よろしくお願い

します。 

 市民農園の件です。今は十分足りている

ということであります。私はもう少し市民
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の方が土に触れ合う施策を考えるべきで

はないかと思います。前にも話をさせてい

ただいたかも分かりませんけれども、昔の

方はほぼほぼ自分のところでお米を作っ

て畑を耕して野菜を作って別に出荷をし

なくても自分のところで食べるものを作

っておられたわけです。 

 今、そういう田んぼ、畑を持っておられ

た方も、耕さずに開発をされて倉庫にした

りとかマンションにされたりとかで土を

触れなくなってきております。人間はやっ

ぱり食べ物を食べないと体を維持できま

せん。体を維持しようと思ったら食べ物を

体の中に入れて、体を維持をしなければな

らないわけです。人間の根本的なところを

もう少し進めていきましょうという形を

市として取るべきではないかと思います。

そういう施策も身近に、鳥飼八町とおっし

ゃってますけれども、鳥飼八町だけではな

く、身近にそういうことができるところと

そういう形を皆さん取りましょう、取るべ

きですよという市の姿勢をぜひとも考え

ていただきたい。 

 続いて、摂津ブランドです。 

 私、この摂津ブランドの認定を受けるこ

とによって売上げが上がって潤っていく

のはこれはもうすばらしいことだと思い

ます。ぜひともこれは進めていっていただ

きたい。ただ、乱発をしてしまうとブラン

ド力が反対に薄れてしまいますので、摂津

ブランドを認定されることが、事業所にと

って本当にブランドになるという認定に

なるような形を取っていっていただきた

い。そこのところはどっからどこまでの数

を認定するとか物差しが難しいと思いま

すが、その点は要望としますのでよろしく

お願いします。 

 続いて、企業立地等促進事業です。大企

業、中小企業の比率はお聞きしました。こ

れは以前から話をさせていただいていま

す。摂津市が企業立地等促進条例をつくっ

て他市も同条例とか制度をつくっておら

れます。つくってますから、さらに一段と

充実した高い内容の制度をつくっていく

べきだと思います。その点どのようなお考

えなのか、お聞かせいただきたい。 

 続いて、物価高騰対策割引券です。割引

券と商品券の違いは説明をいただきまし

た。この点、令和６年度は券の発行をする

という予算はありませんけれども、その点、

市として発行する考えとか、どうなのかお

聞かせいただきたい。 

 ２回目以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、現在

検討を進めております条例です。どのよう

な内容なのかというお問いでございます。 

 令和４年５月に自治連合会からいただ

きました要望書には、自治会・町会のみな

らず、地域のこども会、老人クラブ、校区

等福祉委員会などの団体や市民活動団体、

事業者などが連携し、地域の活性化が図ら

れるまちづくり条例の制定を要望します

と記載されております。 

 このため、この要望書の内容を踏まえ検

討しました結果、条例の類型といたしまし

ては、協働のまちづくりの推進に関する条

例ということで今、検討を進めております。 

 内容といたしましては、今のところ、市

民との協働のまちづくりの推進に関しま

して、基本原則を定めて、まちづくりの主

体であります市民、地域コミュニティ団体、

市民公益活動団体、事業者及び行政の役割

を明記するとともに、協働のまちづくりの

推進に関する施策の基本となる事項を定
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める内容となっております。 

 続きまして、味生コミュニティセンター

の件でございます。 

 味生コミュニティセンターにつきまし

ては、現在、基本設計を進めておりまして、

今月末に完成の予定でございます。 

 基本設計では、３階建てで設計を進めて

おります。 

 高台の観点でございますけれども、味生

地域は淀川氾濫時には、最大浸水深が４．

９メートルと言われております。このため、

高台と言いますか、床を５０センチ嵩上げ

といいますか、床を上げて、今、２階、３

階がつからないようにする設計で進めて

おります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 敬老祝品を令和６

年度にどうしていくのかという質問につ

いてお答えいたします。 

 令和６年度においても、記念として形に

残る祝品を８８歳、９９歳及び１００歳以

上の方々に贈呈いたしまして、長寿を祝福

してまいりたいと考えております。 

 また、御意見には丁寧な説明をさせてい

ただき、御理解をいただくとともに、祝品

の改善を図ってまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 小西課長。 

○小西障害福祉課長 相談支援事業の委

託料に関わります２回目の質問にお答え

いたします。 

 国の通知に基づく相談支援事業委託料

の消費税につきましては、通知発出時は府

内６市のみ１８．２％が支払っておりまし

た。 

 その対応につきまして、本市におきまし

ては、令和５年第４回市議会定例会におい

てご理解をいただきまして対応を行って

まいりました。 

 また、その対応状況につきましては、未

対応の北摂４市をはじめとする府内各市

より多くの問合せがございました。 

 問合せのあった各市に対応を聞きまし

たところ、修正申告に係る消費税支払いや

令和５年度予算の補正などの対応につき

ましては、ほとんどが令和６年第１回市議

会定例会で対応されるとのことでござい

ました。 

 続きまして、市立みきの路運営事業にお

ける２回目の質問にお答えいたします。 

 障害者基本法の理念に基づき、障害者の

生活の場は、施設から地域へと移行が進め

られております。 

 みきの路においても、グループホームな

どへの地域移行について検討し、待機者解

消に向けた取組を行っております。 

 医療的ケアを必要とするような重症心

身障害者が地域で暮らすための入所施設

につきましては、その必要性を認識してお

り、北摂市長会等を通じて早急に整備され

るよう、府へ要望をしているところであり

ます。 

 引き続き、みきの路待機者解消に向けた

地域移行の取組を施設、相談支援と進めま

すとともに、北摂市長会等を通じた重症心

身障害者入所施設整備に向けた要望を続

けてまいります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 菰原課長。 

○菰原環境政策課長 それでは、ペルフル

オロオクタン酸、ＰＦＯＡの取組に関する

質問にお答えいたします。 

 まず、令和５年度の取組といたしまして、

要望行為を実施しております。 
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 北摂ブロック公害対策担当課長会議か

ら大阪府市長会を通じて国へ、人の健康へ

の影響について、科学的な知見の集積や調

査研究及びガイドラインの作成等を要望

しております。 

 また、国からは環境省に設置されました

ＰＦＡＳに対する総合戦略検討専門家会

議が令和５年７月にＰＦＯＳ・ＰＦＯＡに

関するＱ＆Ａ集を取りまとめられ、また、

国際がん研究機関によるＰＦＯＡの発が

ん性の分類の見直し等がございましたの

で、その辺りを市のホームページを通じて

情報発信に努めているところでございま

す。 

 令和６年度の取組といたしましては、ま

ずは情報発信の観点からいきますと、現在、

内閣府食品安全委員会では初の健康影響

に関する評価書案を取りまとめる動きが

ございました。その評価書案には生涯にわ

たり毎日摂取し続けても影響が出ないと

考える耐容一日摂取量・ＴＤＩという数値

がございますけれども、それがＰＦＯＡ・

ＰＦＯＳともに体重１キログラム当たり

２０ナノグラムが示されております。 

 この辺りの情報が、取りまとまりました

ら市のホームページ等を通じて情報発信

に努めたいと思います。 

 また市内化学メーカーの対策としまし

て恒久的な流出防止策として令和５年１

１月から遮水壁の工事に着手されており

ます。 

 その効果を大阪府が主催する神崎川水

域ＰＦＯＡ対策連絡会議等を通じて大阪

府とともに効果を確認してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、環境業務

課に関わります質問にお答えいたします。 

 ごみステーションで使用している資源

かごについての質問でございますが、高齢

者の方から資源かごを軽量なものにでき

ないかとの要望があることは認識してお

ります。 

 現在、要望があれば小型の代用品を用意

し、集積場の状況を踏まえた中で交換等さ

せていただいておりますが、今後、かごの

重さ、保管スペース、耐久性などを考慮し

た上で、他の代用品についても研究してま

いります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、まず、予

算概要８４ページの企業立地等促進事業

の奨励措置の拡充の考えについてお答え

させていただきます。 

 この制度につきましては、平成２３年度

に制度を創設いたしまして、その後、拡大・

延長をしてまいりました制度で、現行の措

置は令和８年３月３１日までとなってお

ります。 

 今後、市内企業立地等の状況等を見て、

制度の在り方を研究してまいります。 

 続きまして、物価高騰対策割引券発行事

業の令和６年度の発行についての考えで

ございます。 

 令和５年６月及び令和５年１２月の補

正予算にて実施してまいりましたこの割

引発行事業につきましては、国の電気・ガ

ス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金

を活用して実施してまいりました事業で

ございまして、令和６年度につきましては

実施の予定はございません。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

 森西委員。 
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○森西正委員 あとは、全て要望とさせて

いただきます。 

 自治会の条例の件に関してです。今、自

治連合会から要望が上がっておられてと

いうことであります。私はまず、加入率が

減ってそれで条例で協働と言っても、少な

い人同士で協働となるのではないかと思

います。そこは加入率も増やしていきなが

ら協働もと両立で考えていくべきだと思

います。 

 今、加入率が減っているだけでなくて、

自治会数も減っているわけです。自治会数

が減っていて協働でと言うても、一度なく

なってしまってまた復活はなかなか難し

いです。地域が決めたことだからというこ

とでいくと、どんどん減っていくわけです。

やっぱりそこは行政介入をしていかない

といけないと思います。自治会は行政の補

完的な部分を担っているわけです。防犯も

そうですし、例えば防災もそうです。自主

防災をどこがしているのか言えば、自治会

を中心としてやっているわけです。防犯も

です。 

 例えば、セーフティパトロールであった

り、子どもの登下校の見守りとかもです。

そこはＰＴＡもあるかも分かりませんけ

れども、見ていますとＰＴＡは仕事が忙し

いからと地域の方、自治会の方がよく立っ

ておられて、見守りをしていただいている

わけです。ということは、ボランティアで

していただいているわけです。要するに費

用がかからずにしていただけるわけで、そ

れがだんだんなくなっていって、自治会が

なくなっていって、そういう活動がなかっ

たら、行政側がお金を出さなければいけな

くなるわけです。 

 今のところは地域の方、市民の方、自治

会の方がボランティアでしていただいて

いるからこそ、そういう部分のお金を出さ

ずにこういう動きができているわけです。

それが、加入率が低くなって自治会が解散

をするとそういう担い手とかやっていた

だける方がいなくなるわけです。 

 そしたら、行政側がそこはしていかない

といけなくなるわけですから、そしたらそ

れは誰にとなると業者に、もしくは有償で

雇うとかになるわけです。そうならないよ

うに行政として考えていかないといけな

いと思います。その点、難しいのは分かっ

ていますけれども、やっぱり行政介入をす

るべきだと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。これは強く要望します

のでお願いしときます。 

 続いて、味生コミュニティセンターです。

高台ということで、２階、３階がつからな

いようにとのことです。もう基本設計が終

わって実施設計に入るということであり

ますので、極力、市民の要望が入ったより

よいコミュニティセンターになるように、

よろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、敬老事業です。１回目でも話さ

せてもらいましたが、品はそれはすばらし

い品ですけれども、人それぞれやっぱり必

要なものが違うと思います。そこはお祝い

でいただいた全ての方がよかったと思え

るような品になりますように考えていた

だきますようよろしくお願いします。 

 続いて、障害者の相談支援事業委託料の

件です。本来はこれ行政側がするべきもの

であって、相談事業を委託していますけれ

ども、委託をせず行政がしたら消費税発生

しないわけでしょ。それが委託をして消費

税が発生すると、こんなおかしい話はない

です。 

 その点は担当者レベルではなくて、ここ

は市長、副市長に改善をしていただかなけ
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ればならないと私は思います。ことあるご

とによろしくお願いしたいと思いますし、

これは、大阪だけのことではなく全国的な

ことですから、やっぱり法改正をしていた

だくような働きかけもまたよろしくお願

いしたいと思います。 

 続いて、みきの路の件です。地域移行と

いうことでおっしゃっておられますけれ

ども、重度の方で地域移行を目指すという

ことであってもなかなか厳しい方もいら

っしゃいます。家族の思いは在宅となると

思うんですけれども、重度の方を在宅で見

られるということは大変だと思います。若

いときはそれが可能であっても、高齢にな

ってくると自分の体がいっぱいいっぱい

になって、なかなか見れないということに

なってこようかと思います。そのときに、

入所できますよとか、もう本当ににっちも

さっちもいかんようになって、預けたい、

入所させたいというときに、いや、たくさ

ん待機者があって待ってくださいという

ことに、なっていると思います。 

 だからそうならないように、対策を考え

ていただきながら、摂津市だけでなく、例

えば三島圏域とか大阪府とかもっと幅広

いところでそういう施設をつくっていく

とかもぜひ、よろしくお願いします。これ

も強く市として要望していただきますよ

うよろしくお願いします。 

 続いて、ＰＦＯＡです。引き続いて、国

に働きかけをお願いしたいと思います。 

 事業所も遮水壁をということでありま

す。水路の横の塀もきれいにされているの

か。以前は塀の中から水が外に漏れて、水

路に出てきてたと思います。今、雨が降っ

てもそういうことは見られてませんので、

対策が取られているのかなとは思います。

その辺は市長も動きはしていただいてま

すけれども、引き続いて国に動いていただ

きますよう、お願いします。 

 続いて、ごみステーションの件です。こ

れも切実な問題で、若い方が住まれてると

ころ、開発されてるところは体力的な部分

では大丈夫だと思いますけれども、前から

言うてますけど、やっぱりご高齢の方でつ

えをついたり、自分が歩くのがやっとな方

がごみのかごを出されたりしてます。 

 そうすると、反対にこけて危ないのでは

ないかと思ったりします。そういう方の隣

の方も開発されてるときが一緒ですから、

その隣の方も結局同じような年齢で、その

また隣の方も同じような年齢です。若い人

がおられたら、私がやりますと言っていた

だけるんでしょうけれども、隣も隣もその

隣ももう高齢で私がやりますと言えない

ような体であったり、年齢でありますから

対策をよろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、企業立地等の促進事業です。更

新のときがあるということでありますか

ら、またその辺はそれに向けて検討・研究

をしていただきますようよろしくお願い

します。 

 それと割引券・商品券です。 

 スクラッチカードはされるとのことで

あります。商品券・割引券に関しては大変

市民の方に喜んでいただいてるところで

あります。また、市内の事業所さん、商店

さんとかも忙しい、売上げが上がったとお

っしゃっていただいております。国の動向

があるでしょうけれども、摂津市独自も検

討いただきますようよろしくお願いをし

て質問を終わりたいと思います。 

○増永和起委員長 森西委員の質問が終

わりました。 

 ほかにございますか。 

 光好副委員長。 
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○光好博幸委員 おはようございます。 

 私からも質問です。おおむね予算概要と

させていただきます。補正と予算書も一部

ございます。 

 また、先に多々質問ございましたので、

要望でとどめるところも結構ございます。

御理解いただきますようよろしくお願い

します。 

 いつものごとく順番は部署ごとにさせ

ていただきます。 

 質問１番目、自治振興課でございます。 

 四つございます。 

 質問１です。補正予算書の２９ページ。 

 コミュニティセンター費で土地購入費

３億円の減額がありまして、減額されてい

る理由についてお願いします。それと、３

億円も減額されておりますので、令和６年

度の予算に何かしら影響が出ているのか

どうかという観点でも、１回目お聞かせく

ださい。 

 質問２です。先ほど質問ありましたけど、

全般的なところで、地域コミュニティの活

性化の条例についてでございます。 

 私の代表質問でも、お聞かせいただきま

したが、令和６年度中に策定されることに

なっていると思います。 

 今、検討委員会で素案を作成していると

いうことだと思います。内容については森

西委員のご説明でお聞かせいただきまし

た。これからの進め方について、特に素案

作成後、関係団体との調整、意見交換をど

うするのか、私一般質問のときに作成段階

で意見を聞くべきではないかと申し上げ

させていただきました。完成後ということ

でございましたので非常に重要な位置づ

けだと思います。その辺りお聞かせいただ

きたいと思います。 

 質問３です。予算概要２６ページ、摂津

まつり振興会補助事業についてです。この

補助金の増額理由についてはさきの答弁

でありましたので理解しました。私のほう

では令和５年度の開催状況も含めて、事務

局側でいろいろ課題が抽出されているか

と思いますので、課題の認識とあるいはそ

の課題を克服するために令和６年度どう

取り組むのか、どう工夫していくのかお聞

かせいただきたい。 

 これは振興会で計画されることだとは

思いますけども、大きなところで言うとコ

ロナ前はやぐらを組んで盆踊りもやられ

ていました。あと青少年運動広場が改装さ

れ、レイアウトが変わっています。その辺

り今年度は大きな変更がないのかという

観点でも結構ですのでよろしくお願いい

たします。 

 続きまして、質問４です。予算概要３０

ページ。 

 市民活動支援事業で、市民活動情報共有

サイト運営等業務委託料です。２９８万円

予算計上されておられます。 

 前年度は１９３万６，０００円で、これ

は昨年度からスタートしている摂津市イ

ベントナビについてだと思います。改めて

この目的、狙い、期待する効果をお聞かせ

いただきたいと思います。 

 続きまして、自治振興課です。要望とさ

せていただきます。 

 予算概要の３０ページ、市民活動支援事

業の市民活動中間支援体制整備支援業務

委託料で、要望にとどめておきますが、ま

ず、中間支援組織は、行政と地域の間に立

って地域の様々な団体の活動、あるいは団

体の連携を支援する組織であると私は認

識しております。 

 私は、やはり人・物・金・情報といった

資源の橋渡しあるいは団体のネットワー
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クとか新たな価値を創出していくものだ

と思っています。 

 今回、試行的に実施するとのことで、こ

の中間支援組織をしっかり活用して、地域

における様々な課題に取り組むよう、自立

的な地域運営の仕組みづくりをぜひ進め

ていただきたいと考えております。よろし

くお願いいたします。これ要望です。 

 続きまして、自治振興課、もう一つ要望

です。これもさきほど、質問に出ておりま

した。コミュニティセンター管理事業につ

いてです。 

 基本設計が終わって実施設計に入ろう

かと思います。先に誤解のないように言っ

ておきますが、私は反対してるわけではな

く、しっかりやってほしいという思いで伝

えています。決算審査に係る委員会でも申

し上げましたが、味生公民館に行くと、別

府コミュニティセンターの利用状況を鑑

みますと、本当に市民の方に愛されてしっ

かりと使われるのかと危惧されていると

ころでございます。 

 また、先日、福住委員からもありました

が、決算審査に係る委員会のときに利用率

４０％を目指すと力強いお言葉をいただ

いてました。それにこだわってほしいと思

います。 

 目標があって、その指標を達成するため

にどうするという視座に立ってぜひ地域

の皆さんの声にいま一度耳を傾けていた

だいて、利便性や機能面においてしっかり

と実施設計に反映していただきますよう、

よろしくお願いします。利用率４０％必達

目標と掲げてほしいと思います。これはも

うエールです。よろしくお願いします。 

 続きまして、市民課です。 

 四つございます。 

 質問５です。予算概要３６ページ、戸籍

事務事業です。 

 戸籍システム改修委託料で、２，９９０

万４，０００円計上されております。まず

はこの内容についてお聞かせください。 

 質問６です。予算概要３６ページ、個人

番号カード交付事業です。 

 これは毎回触れさせていただいており

ます。現時点でのマイナンバーカード申請

率が８７．９％、交付率が７８．０３％だ

ったと思います。 

 確認の意味でいつも聞いています。府内

市町村での順位をお聞かせいただきたい。 

 続きまして質問７です。予算概要７４ペ

ージ、斎場管理事業です。 

 修繕料についても毎回聞かせていただ

いております。 

 令和６年度は１，６３４万円だったと思

います。前年度は３，０００万円近くあっ

て大幅に減額されているわけです。改めて、

なぜ減額されているのか修繕内容につい

て教えてください。 

 あと、五か年計画でやるとおっしゃって

おりました。それが何か影響があるのかと

いう点についてもお聞かせいただきたい。 

 続きまして質問８です。予算概要７４ペ

ージ、葬儀会館管理運営事業です。 

 先ほど立体駐車場解体工事についてご

答弁がありました。私は、外壁の塗装材に

アスベストがあったということが気にな

っています。また、近くに民家もございま

すので、撤去のときの騒音等々が近隣住民、

別府小学校への影響も考えられると思い

ます。その辺りの対応を考えておられたら

１回目お聞かせください。 

 続きまして、文化スポーツ課です。 

 ２点です。質問９です。予算概要４２ペ

ージです。 

 一般事務事業、会計年度任用職員報酬で
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１，４９８万円とありますが、これは恐ら

く主要事業における中学校部活の地域移

行の検討に当てはまると思います。まず、

どのような業務を想定しているのかとい

う点について、１回目お聞かせください。 

 続きまして、質問１０です。予算概要４

２ページ、スポーツ振興事業です。 

 これも毎回取り上げさせていただいて

おります。摂津ふれあいマラソン大会につ

いてです。令和５年度は２月に無事開催さ

れました。毎回多くの参加者の方が集まる

大会でございます。改めて令和６年度の取

組と今後の展望についてお聞かせくださ

い。 

 続きまして、これ要望です。文化スポー

ツ課です。 

 これも先に質問が出ておりました。スポ

ーツ振興事業のところで、地区市民体育祭

実施補助金です。 

 いろいろご議論があったかと思います。

私も思うに、地区市民体育祭は１回なくな

るとなかなか復活するのが難しいと思い

ます。私が住んでいる鳥飼西小学校区にお

きましては、実はコロナのせいになってい

るかもしれませんが、コロナ前から中止に

なっている状況です。今、私は自治会長を

していませんけれども、議論にも上がって

ない。もうできないというベースです。 

 そうなりますと、継続的に開催されてい

るところは、当然そのまま支援していただ

いたらいいと思います。工夫しながらいろ

んな観点からやっていただきたい。そうい

った意味では違った形のスポーツ振興、新

たに参加型、体験型のスポーツイベントを

するとか、一部の地域でやられているかも

しれませんけど、スポーツや運動に親しむ

きっかけづくりを仕掛けていくのも一つ

の手かと思います。 

 例えば、子ども向け大型スポーツ遊具を

設置したり、福住委員がよくおっしゃって

いますけど、ボッチャとか障害のある方の

スポーツやニュースポーツを体験すると

か、キッチンカーを呼んでブースを設ける

など、市民をはじめ、多くの方に楽しんで

いただいて、スポーツに触れ合うことを、

にぎわいづくりという観点でやることに

よって、そこに補助金を出していくなども

考えていただきたい。よろしくお願いしま

す。これ要望です。 

 続きまして、産業振興課、質問二つです。

要望もございますのでよろしくお願いし

ます。 

 まず、一つ目、要望させていただきます。

予算概要７８ページ、農業委員会運営事業

です。 

 地域計画の策定について、代表質問でも

取り上げました。同じような感じになりま

すけど、老若男女問わず、幅広い意見を取

り入れながら地域でしっかり話し合って

ほしいと思います。 

 鳥飼八町についても、森西委員がさっき

おっしゃっていましたけど、鳥飼まちづく

りグランドデザインの説明会に行った際

に、地元の方の認識のずれというか、鳥飼

なすに関してとか感じたところもござい

ます。しっかりと地域に根差した取組にし

ていただきたいです。将来の農地利用の目

指すべき姿を理解を得ながら描いてほし

いと思います。また、鳥飼グランドデザイ

ンもずれのないように取り組んでいただ

きたいことを要望しておきます。 

 もう一つ、産業振興課への要望でござい

ます。鳥飼なす保全奨励事業です。 

 これも毎回、少しこだわって触れさせて

いただいています。やはり、保存奨励では

なく、森西委員も言っておられましたけど、
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普及拡大といった方向にぜひ持っていっ

てほしいと思います。 

 地産地消というところでいきますと、昨

年、鳥飼なすＯＮＥグランプリも開催され

て、今後も継続的にやってほしいです。こ

れは、Ｂ級の鳥飼なすを使っているという

ところでいくとＳＤＧｓの観点であった

り非常にいい取組だと思います。摂津ブラ

ンドの観点も含めて、やっぱり鳥飼なすに

こだわってやってほしいことも要望とし

ておきます。 

 続きまして、産業振興課、二つ目の質問

です。質問１１です。予算概要８２ページ。

中小企業育成事業で、ビジネスサポートセ

ンター業務委託料です。５４６万７，００

０円とされており、ほぼほぼ昨年と同じだ

ったと思います。これも代表質問で取り上

げましたけども、令和６年度は体制の充実

を図られたとのことで、改めて前年度の実

績を踏まえて、翌年度の取組という観点で

お聞かせください。 

 続きまして、質問１２です。予算概要８

２ページ、中小企業育成事業です。 

 これは、摂津ブランド認定委員会負担金

で４０万円計上されています。さきの質問

でございましたけども、前年度は２０万円

だったと思います。それが４０万円に増え

ているところの理由と、前年度はたしか優

品だけで優技（すぐれわざ）の認定がなか

ったと思います。 

 これから改めて認定に向けてどうアプ

ローチしていくのか。やっぱり、重みのあ

る、しっかりとしたところを認定につなげ

ていただきたいと思います。アプローチの

仕方等々について１回目お聞かせくださ

い。 

 次、環境政策課。一つだけです。 

 質問１３です。予算概要７２ページの飼

犬等保護管理事業です。 

 飼犬登録管理システム改修委託料で２

２万円計上されています。当初予算主要事

業にも飼犬登録制度のワンストップサー

ビスを開始されるとありました。まずその

内容と効果についてお聞かせください。 

 環境業務課です。 

質問１４です。予算概要７６ページ、リ

サイクルプラザ整備事業です。 

 機械器具費として２６２万円計上され

てます。どなたも聞かれてなかったと思い

ますので、この内容についてお聞きかせく

ださい。 

 二つ目です。予算概要７６ページ、車両

管理事業で、機械器具費３，４６７万４，

０００円計上されてます。内容についてお

聞かせください。 

 次、保健福祉課です。 

 質問は少ないですけど、要望もございま

す。よろしくお願いします。 

 最初に要望です。予算書の５０ページの

土地売払収入、いわゆる健都イノベーショ

ンパークの立地で、冒頭、松方部長よりご

説明がありました。先週末に企業が辞退さ

れたとのことで、正直驚いているところで

す。 

 なかなか過去誘致先が見つからなくて

今回公募プロポーザルでようやくいい企

業が見つかったというところで、残念だと

思います。 

 確かに本市に非があるわけではないと

思います。なかなか信じがたい状況と思っ

ています。 

 歳入の土地売払収入としてはこのまま

計上されるとのことので、一から出直しに

なろうかと思います。新たな企業の誘致に

向けて鋭意取り組んでいただきたいと考

えております。よろしくお願いします。要
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望としておきます。 

 続きまして、質問１６番。予算概要４４

ページ、地域福祉計画推進事業です。 

 さきの質問でＣＳＷの増員の質問があ

りました。私は重層的支援の視点でお聞か

せいただきたいです。社会福祉法の改正に

よって重層的支援体制整備事業が創設さ

れたと思います。本事業の開始までどう取

り組まれようとしているのかお聞かせい

ただきたい。 

 保健福祉課、これは要望です。 

 ６８ページ、まちごとフィットネスヘル

シータウン事業の健幸マイレージです。 

 これも毎回触れさせていただいていま

す。おおむね定着している事業であろうか

と思います。令和６年度は７年目に入ろう

としているので、そろそろ手を打っていく

段階かと思っています。 

 令和３年度の節目のときは、大阪府が推

進している健活マイレージ「アスマイル」

に移行する話も検討されているとおっし

ゃっていたと思います。結果的に継続され

ることになりましたけども、「アスマイル」

は大阪府民であれば誰でも無料でできま

す。スマートフォンのアプリを使ってポイ

ントを集めたりあるいは朝食とかのとこ

ろでの工夫をされて、当選するとコーヒー、

スムージー、電子マネーなどをもらえると。

そういった面白味もあると思います。 

 よく見ると、千里丘・健都コースあるい

は新在家・鳥飼コースもアスマイルのウオ

ーキングコースの一部になっています。こ

れに移行することがいいとは言いません。

さらに市民が健康になるような仕掛けと

して考えつつ、よい事業は継続するという

観点で、ぜひこれからも考えていただき、

取り組んでいただければと思います。要望

とします。 

 続きまして質問１７番目、高齢介護課で

す。 

 予算概要４８ページ、これも毎回触れて

ますがひとり暮らし高齢者等安全対策事

業、緊急通報装置設置委託料で７６５万６，

０００円計上されています。 

 補正で福住委員から質問があったと思

います。令和５年度から携帯型であったり

要件緩和に取り組まれたと思います。全体

としてまだ利用者が伸び悩んでいるとの

ことだったと思います。 

 改めて、要件緩和前後の状況について１

回目お聞かせいただきたい。 

 続きまして、これ要望です。 

 高齢介護課、ゲートボール場等管理事業

太中浄水場ゲートボール場です。 

 これは決算委員会のときも触れました。

活用方法については、自治会や老人クラブ

等々地元の方から有効に使ってほしいと

いう要望があったと思います。 

 過去は本当にいい交流の場として使わ

れていたことも含めて、このまま空き地に

しておくのはもったいないと私は思って

います。 

 所管が違うかもしれませんが、副市長も

おられるのであえて言います。単純に上下

水道部に返すではなくて、有効に使うこと

と地元の方々の意見もあるのは事実でご

ざいますので、ぜひ全庁的にあそこの場所

をどうするんだと、上下水道部に返すので

はなくて、有効活用という視点で考えつつ

活用していただきたいです。ぜひ新たな交

流の場と位置づけてほしいと思います。よ

ろしくお願いします。これ要望とします。 

 最後、二つございます。 

 障害福祉課です。 

 質問１８です。予算概要５０ページ、福

祉タクシー事業です。 
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 これは令和４年度より現行の予算範囲

内ではありますけども、精神障害者保健福

祉手帳１級の精神障害者の方も対象にさ

れています。 

 この取組はすごい評価させていただい

ております。現在の利用状況と令和６年度

の見込みをお聞かせいただきたいです。難

しいようであれば、助成しているのは乗車

したタクシーの初乗り運賃額ということ

で、初乗りが短くなっている。２キロメー

トルから１．５キロメートルですか、そう

いったことも触れていたと思いますが、改

めてこの辺りの課題認識、利用者が伸びて

ないのであればその課題認識という点で

も構いません。１回目お聞かせいただきた

い。 

 最後です。質問番号１９。予算概要５２

ページの身体障害者日常生活支援事業で

す。重度身体障害者等住宅改造費用助成費

で３００万円計上されています。前年度よ

り１００万円減っています。たしか、令和

３年度に私が質問したときには、４８０万

円あってそのとき１８０万円増額されて

いました。かなり変動があろうかと思いま

す。そこから減っていっている経緯がある

かと思います。言える範囲でいいですが、

改めてここ数年の件数や金額が分かりま

したらまず１回目お聞かせいただきたい。 

 質問以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、質問

番号１番、補正予算で土地購入費３億円を

減額している理由というお問いでござい

ます。 

 （仮称）味生コミュニティセンターの建

設用地につきましては、令和５年度に土地

を購入する予定で、予算を計上しておりま

した。先日、委員会でも申し上げましたと

おり、国土交通省所管の都市構造再編集中

支援事業補助金の対象となり得ることが

判明し、建設部の協力も得ながら国や府と

協議を重ねた結果、整備計画が採択される

見込みとなりました。 

 この補助金は建物の建設費だけでなく、

土地の購入費も補助の対象となります。補

助対象年度前に行った土地の購入につい

ては対象とはなりません。 

 このようなことから、補助の対象となる

よう土地の購入時期を令和５年度から令

和６年度に変更するため、令和５年度予算

で減額補正し、令和６年度予算で再計上す

るものでございます。 

 続きまして、質問番号２番、地域コミュ

ニティの活性化に向けた条例の今後の進

め方というお問いでございます。 

 条例につきましては、庁内職員で構成す

る条例制定検討委員会におきまして検討

を重ね、現在最終段階にきております。今

月末には検討委員会による条例素案が出

来上がる予定でございます。 

 令和６年度は、４月以降、作成した条例

素案を地域団体等に提示をしまして、条例

素案に対するご意見をお聞きしてまいり

たいと考えております。 

 具体的な団体への下ろし方につきまし

ては、来週予定されております、今年度最

後の条例制定検討委員会において、会議に

諮って決めていくわけでございます。制定

検討委員会のメンバーは、地域団体等を所

管する課の職員で構成されております。今

のところは委員を通じて地域団体等を所

管する課からそれぞれの団体に条例の素

案を下ろしていただいて、団体等の意見を

吸い上げるというイメージをもっており

ます。 
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 団体の意見を聴いた後は広く市民の皆

さんのご意見を聴くため、パブリックコメ

ントも実施してまいりたいと思っており

ます。 

 そして、令和６年度内には条例案を市議

会に提出する予定としております。 

 続きまして、質問番号３番、摂津まつり

についてです。 

 令和５年度を振り返っての課題とそれ

を令和６年度にどう工夫していくのかと

いうお問いでございます。 

 会場での運営面に関しましては、会場の

真ん中にピクニックゾーンという家族や

お友達とゆっくり飲食したり、お話したり

してもらえるエリアを広く設けておった

のですが、夜店で人気のところに行列がで

きて人が通りにくい、通行しにくいという

状況に前回なりましたので、令和６年度の

摂津まつりではピクニックゾーンの大き

さや配置の変更も検討していかなければ

ならないと事務局としては考えていると

ころでございます。 

 また、令和４年度の摂津まつりでは駐輪

場がいっぱいになって、自転車がとめられ

ず混乱が生じました。 

 そういうこともあり、令和５年度の摂津

まつりでは、会場内の駐輪場の入口と出口

を分け、駐輪場内を一方通行にするととも

に、市役所の駐輪場と西別館跡地を臨時駐

輪場として開設しました。当日の会場の混

雑状況をＳＮＳで発信して臨時駐輪場へ

と誘導したことで、うまく分散されて令和

５年度は何とか大きな混乱にはならずに

済みました。ＳＮＳでの情報発信の効果を

実感したところでございます。 

 そういったことで、令和６年度の摂津ま

つりにおきましても、ＳＮＳをさらに活用

しながら、運営に取り組んでいきたいと考

えております。 

 また、先日の民生常任委員会でも申し上

げましたとおり、運営経費の面に関しまし

て、予算が大変厳しい状況となっておりま

す。支出を抑制するところは抑制して、協

賛金を増やす方策などを摂津まつり振興

会に諮ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、質問番号４番の摂津市イベ

ントナビの目的と効果というお問いでご

ざいます。 

 今年１月に開設しました摂津市イベン

トナビは、市内等で開催されるイベント情

報を集約して掲載することができる専用

サイトです。市民活動団体等が行うイベン

ト情報を掲載することで、活動内容を多く

の市民に知っていただくとともに、イベン

トへの参加の促進を図り、地域の活性化に

つなげていくことを目的としております。 

 その効果ということでございます。イベ

ント情報サイトができたことによって今

まで知らなかったイベント、また、見逃し

ていたイベントも簡単に検索できるよう

になり、イベントの参加者が増えるところ

もあります。イベント情報を掲載すること

で、それを見た団体が他の団体の活動内容

に興味を持って団体同士がつながったり、

団体の活動を応援したいという企業が現

れて団体と企業がつながっていくという

効果も期待をしております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森口課長。 

○森口市民課長 それでは、市民課に係り

ます四つの質問にお答えさせていただき

ます。 

 まず、質問番号５番、戸籍システム改修

委託料の中身でございます。 

 現在使用しています戸籍システムの保

守が令和６年１２月で期限を迎えます。 
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 また、戸籍業務は国が令和７年度の開始

を目指しておりますシステム標準化の対

象に含まれており、このタイミングでシス

テムの置き換えと標準化を同時に行うも

のでございます。 

 これにより、現在の自サーバーによる運

用からクラウドサーバー化する予定とな

っております。 

 続きまして、質問番号６番、マイナンバ

ーカードの府内での順位についてでござ

います。 

 委員がおっしゃっていましたように、令

和６年１月末時点での交付率は、摂津市７

８．０３％に達しております。この数字が

大阪府内では上から１４番目に位置しま

す。 

 以前はトップ３に入っていた頃もあり

ました。その頃と比較しますと順位を落と

しているように見えますが、１４自治体の

うち半数の７自治体は人口規模の少ない

まちになります。 

 市に限定しますと７番目になりますが、 

市で２番手に位置する自治体が７８．４

４％になりますので、摂津市との差は僅か

０．４１ポイント差になり、上位と大差な

い状況となっております。 

 続きまして質問番号７番、斎場の修繕に

ついてでございます。 

 斎場の火葬炉に関しましては、令和３年

度から計画に沿って１号炉から順々に大

規模修繕を実施している最中でございま

す。 

 令和６年度に予定している４号炉は、人

体用ではなく動物や産汚物用の炉となっ

ており、ほかの炉と比べて使用頻度が低い

ことになっております。 

 炉自体はまだまだ使用できる状態であ

りますため、令和６年度は取り急ぎ制御盤、

機器類、排気排煙のファン、そういった設

備の修繕にとどめて、炉本体の修繕は令和

９年度以降に先送る予定をしております。 

 そのため、令和５年度比で大幅減となっ

ております。 

 １号炉から順々に実施していったもの

が令和６年度で全て終わる形になりまし

て、令和７年度は動力盤の更新や中央監視

装置の更新を予定しております。 

 今回先送った４号炉本体の修繕は令和

９年度以降に予定しております。 

 続きまして、質問番号８番、立体駐車場

の周辺への影響ということでございます。 

 工事内容としては、立体駐車場を解体し

て原状回復した上で、土地所有者にお返し

するものでございまして、委員がおっしゃ

ってましたようにアスベストが周囲を囲

っている塀の塗装に使われていることが

判明いたしました。 

 そのため、工法としては外壁を剥がしな

がら吸い取っていくことを想定しており

ます。周囲へ飛散しないように適切に行っ

ていきたいと考えております。 

 また、アスベストだけではなくて、解体

工事ですので騒音が発生いたします。周辺

民家への影響ももちろんございますが、そ

れとは別に別府小学校への影響も考えな

いといけないと思っております。立体駐車

場本体そのものの解体には大きな騒音が

伴いますので、その工事はできるだけ夏休

み期間中に実施したいと考えております。

業者が決まり次第、調整しながら進めてい

きたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、質問

番号９番です。一般事務事業の会計年度任

用職員の報酬に関する質問でございます。 
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 こちら委員がおっしゃいますように中

学校部活動の地域移行に係る業務でござ

います。現在、スポーツ省及び文化庁から

中学校部活動の地域移行を進めるような

ガイドラインが示されております。 

 これによりますと、中学校の部活動、運

動部も文化部も両方ですけれども、土日の

活動を学校内で教員が顧問として指導や

引率をするのではなく、地域クラブ活動の

ような形に移行していくこととされてお

ります。令和５年度から令和７年度にかけ

て改革推進期間と定められ、できるだけ速

やかに地域連携や地域移行を検討してい

くものでございます。 

 これに当たりまして、課題の整理や地域

の受け皿となり得る団体との調整、また、

学校の意向把握など地域移行の実施に向

けた諸課題の整理を行う必要がございま

す。この事務補助として、会計年度任用職

員を採用するものでございます。 

 続きまして、摂津ふれあいマラソン大会

の令和６年度の取組と、今後の展望という

ことでございます。 

 摂津ふれあいマラソン大会につきまし

ては、これまでメイン会場の位置を変更し

たり飲食ブースを多くするなどより参加

しやすく楽しんでいただける内容とする

べく改善を重ねて、昨今では事前申込みで

９００名を超える大きな大会となりまし

た。 

 最長で１０キロメートルというコース

設定も親しみやすく、また、令和４年度の

集計では、参加者のうち市内の方が６２．

７％と多くの市民の方に参加していただ

いております。 

 まさに「ふれあいマラソン」という名称

に合致するアットホームな大会であると

感じております。 

 昨今、コロナ禍で密集を避ける運営とす

るべく工夫をしてまいりまして、令和５年

度、２月４日に開催した第４４回大会にお

きましては、記念品やゼッケン等を全て事

前発送として当日の会場内での受付を完

全に廃止いたしました。 

 これにより、当日朝に会場内で受付に並

んでいただくことがなくなり、参加者から

大変好評をいただいております。 

 令和６年度からは機材レンタル代の物

価高騰や、事前発送の諸経費の増加分を加

味して、一般・壮年の部、大人の方からの

参加費を若干値上げすることにしており

ます。もともと非常に安価な料金設定とし

ていたこともございますので、引き続き多

くの方にご参加いただけるものと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 それでは、質問１１

番、予算概要８２ページ、中小企業育成事

業のうちビジネスサポートセンターの令

和５年度実績と令和６年度取組について

お答えさせていただきます。 

 令和５年度の成果といたしまして、令和

５年１２月に摂津市商工会とともに摂津

市オンライン催事に取り組みました。 

 摂津ビジネスサポートセンターでの支

援を行いながら、１７社２０商品の新商品

のクラウドファンディングを実施するこ

とができました。 

 また、大阪モノレール南摂津駅前広場に

おきまして、３３ブースが出店するイベン

トが初めて開催されました。 

 今後も個別の相談だけでなく事業者の

マッチングも視野に入れながら、引き続き

取り組みたいと考えております。 

 また、代表質問でもございましたが、令
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和６年度は、大阪商工会議所でＩＴビジネ

スアプリ導入サポートデスクのコーディ

ネーターをされている方を新たに相談員

として迎える予定でございます。 

 これはビジネスサポートセンターの相

談内容といたしまして、ホームページの制

作やＳＮＳの活用が多いことから、これま

で以上にＩＴ導入の支援を期待するもの

でございます。 

 続きまして、質問１２番の摂津ブランド

に関してでございます。 

 摂津ブランド認定委員会負担金の増額

の理由でございます。摂津ブランド認定事

業につきましては、摂津市商工会とともに

摂津ブランド認定委員会を設置して事業

を進めておりまして、毎年商工会と同額の

負担金を支出しております。 

 令和６年度におきましては、認定品及び

認定技術のＰＲ動画を作成し、その動画を

イベント等で放映できるよう考えており、

そのためのモニター購入などの費用に充

てる予定をしております。 

 それから、摂津ブランドの認定に向けて

のアプローチの仕方でございますが、市で

はビジネスサポートセンターでの相談を

通して、新商品開発補助制度を活用いただ

き商品開発を支援しておりますが、令和５

年度の摂津優品（せっつすぐれもん）につ

ながるものはございませんでした。 

 しかしながら、令和５年１２月に取り組

みました摂津市オンライン催事に出品し

ていただいた商品の中から、摂津優品（せ

っつすぐれもん）の基準を満たすものが令

和６年度以降の優品につながっていくと

考えております。 

 また、優技につきましては、過去に大阪

ものづくり優良企業賞受賞企業への声か

けも行うなど、摂津ブランドの拡大に努め

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 菰原課長。 

○菰原環境政策課長 それでは、１３番目

の飼犬登録管理システム改修委託料に関

する質問にお答えいたします。 

 この委託料は、飼犬のマイクロチップ装

着の義務化に係る狂犬病予防法の特例制

度、通称ワンストップサービスへの参加に

伴い犬の登録台帳システムを改修するた

めの委託料でございます。 

 ワンストップサービスに参加いたしま

すと犬の飼い主等の情報が環境省の指定

機関からデータで送信されることになり

ます。そのデータを犬の登録台帳システム

に取り込めるようにシステムの改修を行

うものでございます。 

 ワンストップサービスは動物愛護管理

法の改正により、令和４年６月以降ペット

ショップ等で販売される犬のマイクロチ

ップの装着が原則義務化され、マイクロチ

ップが装着された犬についてマイクロチ

ップやマイクロチップに搭載された情報

に基づき狂犬病予防法に基づく飼い主の

登録及び鑑札の交付があったものとみな

せる制度でございます。効果といたしまし

て、マイクロチップを装着しました犬の飼

い主は市役所窓口での飼犬登録の手続が

不要となり、また職員の窓口対応の事務の

負担軽減にもつながるものと見込んでい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、環境業務

課に係ります質問にお答えいたします。 

 質問番号１４番、リサイクルプラザ整備

事業に係る機械器具費でございます。 

 平成１２年度のリサイクルプラザ竣工
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時から使用を続けている電気式フォーク

リフトの老朽化が進行しております。法定

自主点検においても、バッテリーの劣化や

充電コネクタ、その他部品の交換について

指摘されております。 

 フォークリフトにつきましては、資源を

搬出する際に欠くことのできない車両の

ため、令和６年度において更新するもので

ございます。 

 続きまして、質問番号１５番、車両管理

事業に係る機械器具費でございますが、こ

れにつきましてはごみ収集業務に係るパ

ッカー車の購入でございます。 

 昨今の新車納入の遅れの影響もあり、債

務負担行為により令和５年度に購入契約

を行い、令和６年度に納車、支払いの車両

１台と、令和６年度中に購入契約、納車、

支払いの車両２台の合計３台を、老朽化し

たパッカー車及びトラックと更新するも

のでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 浅尾課長。 

○浅尾保健福祉課長 それでは、保健福祉

課に係ります１６番目の質問に答弁をさ

せていただきます。 

 重層的支援体制の整備のお問いでござ

いましたけれども、令和６年度から重層的

支援体制整備事業の開始に向けた移行準

備事業を進めてまいります。 

 まずは事業に係る全ての機関が相談を

受け止め、複雑複合化した課題であっても、

どの窓口で受けたとしても円滑な連携の

もと支援につないでいけるよう多機関が

協働する相談支援に取り組んでまいりま

す。 

 その上で社会福祉協議会とも協働し、支

援を要する本人との継続的に関わる信頼

関係の構築や本人とのつながりが必要な

アウトリーチを通じた継続的支援の取組、

関係性豊かなコミュニティーが支える参

加支援や地域づくりといった取組を準備

できるものから順次進め、令和８年度を目

途に重層的支援体制整備事業の本事業を

実施できるよう取り組んでまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 質問番号１７番、緊

急通報装置についてお答えいたします。 

 令和５年７月に緊急通報装置の貸与対

象者につきまして、全ての一人暮らしの高

齢者及び高齢者のみの世帯とし、さらに設

置形態につきまして固定電話回線をお持

ちでない方には携帯型の緊急通報装置を

貸与することといたしました。 

 これにより、令和５年６月までは月に２、

３世帯の新規利用でございましたが、７月

以降は月に６、７世帯の新規利用となって

おります。うち、携帯型は月に２世帯程度

でございます。 

 そして、令和５年６月末時点で１０７世

帯の利用でございましたが、令和６年１月

末時点では１４０世帯に増加いたしまし

た。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 小西課長。 

○小西障害福祉課長 質問番号１８番、福

祉タクシー事業の福祉タクシーの利用状

況等のお問いでございます。 

 福祉タクシー利用状況につきましては、

新型コロナウイルス感染症拡大前の令和

元年度の利用者は８８４人、令和２年度は

８４２人、令和３年度は８４０人、令和４

年度は８２８人、令和５年度の２月末現在

の利用者数は７９０人と減少傾向にござ

います。 
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 福祉タクシー事業の課題認識について

でございます。 

 利用者が減少傾向にある要因として、利

用者の高齢化や重度化、新型コロナウイル

ス感染症による外出控え、初乗り料金と初

乗り距離を下げるタクシー運賃の値上げ

などと分析いたしております。 

 また、異なる課題といたしましては、多

くのタクシー事業者は障害者手帳の提示

により運賃の１割引きを実施しているた

め、当市のタクシーチケットと割引を併用

する場合の請求方法について煩雑となる

と、タクシー事業者からご意見をいただく

ことがございます。 

 今後とも利用者やタクシー事業者の利

便性向上と事務効率化、他市状況及び経済

状況に着目しながら、タクシー事業者と適

宜協議し、事業目的が果たせる制度の見直

しについて、引き続き調査研究を進めてま

いりたいと考えております。 

１９番目の質問でございます。 

 身体障害者日常生活支援事業における

重度身体障害者等住宅改造費用助成費に

ついて、前年度予算と比較して減額となっ

ている理由についてのお問いでございま

す。 

 重度身体障害者等住宅改造費用助成費

につきましては、障害者の生活の利便の向

上を図るため、居住する住宅の改造工事に

要する費用を助成するもので、１件当たり

１００万円を上限とし、申請者の所得状況

に応じて３分の１から２分の１の自己負

担を求める助成となっております。 

 令和３年度は３件、令和４年度は１件、

令和５年度は２件の予定と件数や申請者

の所得状況による助成額が年度によって

大きく変動するため、令和５年度予算では

４名と想定いたしておりましたが、実績を

勘案し、令和６年度におきましては３名の

申請があると想定し、予算計上いたしまし

た。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 、暫時休憩します。 

（午前１１時４４分 休憩） 

（午後 ０時５０分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 それでは、休憩前に引き続き、質問に入

ります。 

 光好委員。 

○光好博幸副委員長 御答弁ありがとう

ございました。 

 それでは、２回目の質問に移らせていた

だきます。 

 まず、質問１です。 

 土地購入費、減額理由についてお聞かせ

いただきました。令和６年度に国から補助

金をもらうために、令和５年度は執行しな

かったという答弁だと思います。 

 正直こういった、予算のコントロールが

いいのかどうか、私にはよく分かりません。

今後も、国から補助が出るものについては、

しっかりと獲得するというか、有効に使っ

ていただきたいと思います。どうかよろし

くお願いいたします。 

 もうこの質問は終わります。 

 質問２です。 

 コミュニティの活性化に向けた条例に

ついてというところで、これからの進め方

についてお聞かせいただきました。 

 私、関係団体とのこれからの意見のすり

合わせとか、意見交換が危惧するところで

ございます。ご答弁では、検討委員会のメ

ンバーから、各種団体にアプローチしてい

くということだったと思います。団体によ

っては、異なる意見が出てきます。核にな

るところはいいと思うんですけれども、言
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い方悪いですけど、意見を出して一方通行

に終わり、そのままパブリックコメントで

すとなると、せっかく意見を出したのに、

通ってないみたいなのが気になります。一

般質問でも、この辺の進め方についていろ

いろ質問させていただきました。そのとき

のご答弁では、あくまでもたたき台だとい

うことで、意見があれば修正していくとお

っしゃっていました。言える範囲でいいん

ですけれども、多様な意見が出てきたとき、

どのように調整をして具現化、条例に落と

し込むと考えておられるのかお聞かせく

ださい。 

 質問３です。 

 これも要望としておきます。摂津まつり

についてです。 

 私も摂津まつりは自転車で行きますが、

昨年は、土曜に行きました。十三の花火大

会と重なってすごくすいていました。おっ

しゃるように、臨時駐車場に止めて歩きま

した。ただ、一昨年は、行ったらもう３０

分以上待って、なかなか入れませんでした。

いま一度混雑解消に目を向けていただい

て、先ほど、ピクニックゾーンの話があり

ましたけれども、やっぱり長蛇の列で身動

きがとれませんでした。まずは振興会で検

討されることだと思いますので、そういっ

た安全確保、混乱を招かないことについて

も、事務局として、しっかり声を上げてほ

しいと思います。 

 また、補助金１００万円増額というとこ

ろもご答弁いただきました。駄目もとでも

いいので、協賛されている企業に、口数増

やしてほしいと言ってみてはどうでしょ

うか。他社も厳しい財政状況で、物価も高

騰しまして厳しいかもしれませんが、地域

に貢献するという思いは変わらないと思

います。多分一つどっか上げると、連鎖的

に上がっていくとか、あそこ上げるんやっ

たらうちも上げようじゃないけど、そんな

ことが起こらないかなと思っています。そ

ういったところもぜひ取り組んでいただ

ければと思います。要望としておきます。 

 続きまして、質問４です。 

 摂津市イベントナビについて、目的と狙

い、そして、その効果をお聞かせいただき

ました。理解しました。 

 この摂津市イベントナビは、昨年運用を

数か月されていて、まだこれからだと私は

認識しております。改めて令和６年度、今

の活用、運用状況を見て、改善点とか、も

し手を加えることなどがあれば、お聞かせ

いただきたい。 

 これ２回目の質問です。 

 続きまして、質問５です。 

 戸籍システム改修についてというとこ

ろで、システムの標準化、クラウドサーバ

ー化することで理解しました。この辺は国

の施策ということですかね。 

 国の施策とはいえ、このシステムの標準

化は、何を目的にやっているのかを、確認

の意味でお聞かせいただきたい。 

 続きまして、質問６です。 

 個人番号カードの交付というところで、

順位等々についてお聞かせいただきまし

た。市に限定すると７番目、２番手と０．

４１ポイント差であったとのことです。依

然として、高い水準であることは理解しま

した。ただ、昔から国は、１００％を目指

すと言ってまして、いいところにはきてい

ると思いますけれども、改めて令和６年度、

普及、向上に向けた取組、工夫する点など

があればお聞かせください。 

 質問７です。 

 斎場管理です。令和５年度の内容、進捗

状況についてお聞かせいただきました。稼
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働率の関係等々から、やらないものもある

とのことで、遅れなどはないように理解い

たしました。決算審査に係る委員会でも触

れましたけれども、若干視点を変えて、市

内の方と市外の方の利用状況は、気になる

ところでございます。昨年５月に、料金改

定を行い、市外の方を３倍から５倍にした

とご説明がありました。改めてその辺り、

料金改定がされたあと、狙いどおりになっ

ているのかも含めて、その辺りの利用状況

をお聞かせいただきたいです。把握してい

る範囲でいいんですけど、料金改定して数

字が変わっているのかどうか、市内の利用

者が予約できないとか、そういった状況が

あるのかないのか、お願いしたいと思いま

す。 

 続きまして、質問８です。 

 これも要望にします。 

 立体駐車場解体です。近隣住民や別府小

学校への影響で、別府小学校は、できるだ

け夏休みにするとの答弁だったと思いま

す。騒音やアスベストはもちろんのこと、

振動もあろうかと思います。その辺り揉め

ているところもほかの案件で聞いたりし

ます。十分に配慮していただければと思い

ます。先ほど森西委員から話がありました

けれども、裏の駐車場の利用状況とか、あ

ふれるのが非常に気になっています。私も

コロナ禍が明けてから行く機会が多くな

って、言い過ぎかもしれませんけど、２回

に１回ぐらいは、立体駐車場に移動させら

れるので、家族葬が増えたとはいえ、おさ

まり切れない状況が続くのではないかと

思います。先ほど、コインパーキングとか

事前周知するとおっしゃっていましたけ

れども、コインパーキングにとめてくださ

いと言われたら、参列者も、せっかく忙し

い中来られているのに不満も募るかなと

いう気もします。丁寧に対応していただき

たいと思います。 

 一つ提案です。近隣パーキングと提携し

て例えば利用サービス券を出すと満足感

もあり、不満点も解消されるかもしれませ

ん。そういった予算組みを令和６年度は無

理だとしても、利用状況を見ながら対応に

踏み込んでいただければと思います。要望

としておきます。 

 続きまして、質問９です。 

 会計年度任用職員の報酬についてです。 

 おっしゃるとおり中学校の部活の地域

移行というところです。令和５年度はご答

弁では改革推進期間だったと理解しまし

た。 

 本市として令和６年度はどのように取

り組んでいくのかお聞かせいただきたい。 

 続きまして、質問１０です。 

 摂津ふれあいマラソン大会についてで

す。 

 取組内容と今後の展望をお聞かせいた

だきました。令和６年度は若干、参加費を

上げるということで、物価も高騰していま

すし、別に間違った判断ではなく、特に問

題ないと感じた次第でございます。やはり、

この摂津ふれあいマラソン大会は、市の職

員のみならず市民のボランティアの協力

があっての大会継続というところもござ

います。そういった意味では、ボランティ

アの負荷軽減も、目を向けてやっていかな

いといけないと思います。令和６年度、ボ

ランティアの負荷軽減という視点で取り

組まれることがあれば、お聞かせいただき

たい。 

 続きまして、質問１１、ビジネスサポー

トセンターです。これも要望にとどめてお

きます。 

 実績を踏まえた令和６年度の取組をお
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聞かせいただきました。令和６年度は、体

制強化というか、新たな視点で取り組まれ

るということで、これは会派としても、提

言させていただいていたことでもござい

ます。これからも精力的に取り組んでいた

だければと思います。 

 また、ご答弁にもありましたが、令和５

年度はオンライン会議をやられたと思い

ます。これもビジネスサポートセンターか

ら端を発した取組かと思います。業種と業

態が違う１７社２０商品を同時にクラウ

ドファンディングするのは余り見れない

ことです。他市さんからも、すごいという

話も聞いたと聞きました。そういったトラ

ブルではないですけど、苦労された点もお

聞きしております。ぜひ、来年度もやれる

ように働きかけていただきたい。それこそ

摂津市が脚光を浴びるいい機会でもござ

いますので、商工会とうまく連携しながら

取り組んでいただきたいと思います。要望

です。 

 続きまして、質問１２です。 

 摂津ブランドです。これも要望にとどめ

ておきます。 

 新たなアプローチと増額の理由につい

てお聞かせいただきました。代表質問でも

言いましたけど、こういったアプローチに

よって、摂津市の潜在する魅力を掘り起こ

していただきたいと思います。先ほど触れ

ました、オンライン会議のところでの商品

は、それにつながるのではないかというご

答弁もありました。そういった視点で、優

品のみならず優技も着目しながら、両方取

り組んでいただければと思います。乱発す

るわけではないですけども、しっかりと認

定していくのも一方で大事だと思います

ので、これからもよろしくお願いいたしま

す。要望です。 

 続きまして、質問１３、飼犬制度ワンス

トップサービスです。内容と効果について

お聞かせいただきました。マイクロチップ

をつけることで、わざわざ市に来て、登録

しなくていいということだと理解しまし

た。狂犬病の予防注射は、毎回取り上げさ

せていただいてました。改めて、前年度の

状況、令和６年度の登録数に対しての接種

率がどうなのか、接種率向上に向けた取組、

何か工夫する点等あればお聞かせいただ

きたい。 

 質問１４です。 

 機械機具費です。 

 老朽化が進んでいるフォークリフトの

更新ということで理解しました。私も以前

の職場の経験上、設備管理、設備トラブル

が非常に気になります。そういった観点か

ら聞かせていただきたいです。フォークリ

フトは、単純に単一の機械であると思いま

す。ほかに、そういった老朽化している設

備があるのか、またトラブルが発生してい

るのか、認識してる範囲で、言いにくいか

もしれませんけど、あればお聞かせいただ

きたい。 

 質問１５です。 

 車両管理事業です。これも機械機具費に

ついてお聞かせいただきまして、パッカー

車というところでありました。パッカー車

は特殊車両で一品物に近いので、納入まで

に時間を要しているのだろうと理解しま

す。分別がしっかりされていないとか、火

が出たとかいろいろあると思います。今の

不具合状況、老朽化が進んでいる機器があ

るのかないのか、今後の更新見通しをしっ

かり立てられているのかについて、２回目

お伺いします。 

 次、質問１６です。要望とします。 

 重層的支援体制整備事業についての本
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事業での取り組みでございます。 

 この整備事業は、地域の関係者が断らず

に受け止めて、つながり続ける支援体制を

構築することをコンセプトにされている

と思います。属性を伴わない相談支援、参

加支援、地域づくりに向けた支援、この三

つを一体的に実施することを必須にして

いると私は認識しています。 

 市政方針にもありましたけれども、子ど

も、障害者、高齢者、あるいは、生活困窮

者といった、各分野の世代別支援体制では

なくて、様々な複合的なニーズにしっかり

対応していくとすると、縦割りではなかな

か困難だと思います。所管の皆さんが関わ

っていく必要があろうかと思います。窓口

１本でスペシャリストという考え方もあ

るかもしれませんが、やはりそこは、関係

する課が主体性をもって連携していくと。

どんな窓口であってもつながる体制づく

りが重要になってくると思います。皆さん

主体性をもってやっていただきたいと思

います。これは、保健福祉課以外の課にも

言えることだと思います。ぜひよろしくお

願いいたします。要望です。 

 続きまして、質問１７です。 

 緊急通報装置の利用状況でございます。 

 緩和されて半年で約３０世帯、要件緩和

によるいい影響が出ているとお見受けい

たしました。ひとり暮らしの高齢者の非常

に強い味方になると思います。さらなる周

知を行い、利用者を増やす必要があると思

います。令和６年度どのように展開されて

いくのかという視点でお聞かせください。 

 続きまして、質問１８です。 

 福祉タクシーです。要望としておきます。 

 現在の利用状況と、タクシー等々含めた

課題認識についてお聞かせいただきまし

た。 

 高齢化であったり、重度化、あるいは初

乗り料金のところ、複雑な料金体系等々あ

りました。調べてみると大阪市では、令和

５年５月をもって見直しが行われていま

して、初乗り運賃にこだわらない体制に移

行しています。こういった、他市の動向を

見ながら、今は複雑になっているところが

あるのであれば、初乗りなどにこだわる必

要はないのではないかと実は思っていま

す。また、決算審査に係る委員会のときの

コメントが気になっていて、事業目的がそ

ういった課題等々によって、達成しづらく

なってきているとお見受けしました。でし

たら、手をつけられるところからやってい

くという観点で、いろんな工夫もしていた

だきながら、必要なサービスが、必要な方

に行き届くように取り組んでください。要

望です。 

 最後、１９番目。 

 重度身体障害者等の住宅助成のところ、

これも要望としておきます。 

 令和６年度の減額理由と、ここ数年の助

成状況ということで、件数を教えていただ

きました。私、金額も聞きたかったんです

けど、また、次回に聞かせていただきたい

と思います。減額されているということは

金額も減っていると推測します。簡単なと

ころでは、手すりとか、階段スロープ等々

やっぱり利用者のニーズはまだまだある

と思います。周知はされていると思います

けれども、ぜひ、再度周知をやっていただ

きたいです。令和３年度から減っていると

いうことは、やっぱり利用実績が低ければ

低くなっていきます。強引に増やせという

ことではなくて、先ほどと一緒で、必要な

方に必要なサービスが提供できるように

予算確保についてもしっかり努めていた

だければと思います。 
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 ２回目、以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 それでは、条例

素案を団体に下ろしたときに、違った意見

が出たときは、どうすり合わせていくのか、

どうアプローチしていくのかということ

だったかと思います。 

 基本的には、団体から出てきた意見につ

きましては、庁内職員で構成する条例制定

検討委員会で、それぞれのご意見を取り入

れるのかどうか、検討を行ってまいりたい

と思っております。その検討の結果につき

ましては、その理由も含めまして、地域団

体等にフィードバックしていきたいと思

っております。 

 続きまして、摂津市イベントナビを今後

どう改善していくのかというお問いであ

った思います。 

 摂津市イベントナビの管理運営は、摂津

市商工会に委託をして行っております。令

和６年度に実施できるのかどうか、まだも

う少し先になるのかも分かりませんけれ

ども、商工会から提案を受けておりますの

は、イベント情報サイトとは別ページで、

市民活動団体の活動内容や、企業が行う地

域貢献活動を紹介するページを作成して、

イベント情報サイトからそれをリンクす

ることを考えられておりますが、時期とし

ましては未定でございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森口課長。 

○森口市民課長 それでは、市民課に係り

ます三つの質問にお答えさせていただき

ます。 

 まず、質問番号５番、システム標準化の

目的でございます。 

 自治体のシステムは、これまで各自治体

が独自に構築、発展させてきました。その

結果、その発注や維持管理、制度改正対応

などについて、各自治体が個別に対応して

きており、人的負担、財政負担が生じてお

ります。そのため国が主導的に標準化、共

同化を推進し、自治体行政のデジタル化に

向けた基盤を整備するものでございます。 

 情報システム標準化の取組は、各地方自

治体でばらつきのある業務フローや利用

機能、帳票等を統一することで、調達コス

トの低減、人材不足の解消、住民サービス

向上及び行政の効率化を進めることを目

的としております。 

 続きまして、質問番号６番、マイナンバ

ーカード普及の取り組みでございます。 

 マイナンバーカードは、マイナポイント

第二弾の影響もありまして、令和４年度以

降大きく普及いたしました。 

 一方で、暗証番号の管理が難しかったり、

施設に入所されて市役所へ出向くことが

難しい高齢者などは、つくりたくてもつく

れない方が一定数おられます。 

 国は、暗証番号の管理が難しい人への普

及拡大を想定し、昨年１２月に暗証番号不

要のマイナンバーカードを制度化いたし

ました。暗証番号不要カードは、文字どお

り暗証番号がございませんので、コンビニ

交付ができないとか、マイナポータルを使

ったサービスが利用できないといったサ

ービスが限定されるものの、令和６年１２

月に廃止される健康保険証に代わるマイ

ナ保険証としての利用は可能でございま

す。 

 市民課でも、年明け以降、市内の高齢者

入所施設への出張申請受付サービスを開

始いたしまして、市内の３法人に対して、

個別に事前説明会を実施したところでご

ざいます。各入所者やそのご家族からの反
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応もよく、現在、それぞれの法人と出張申

請受付の実施日を調整しているところで

ございます。 

 令和６年度は、引き続きこの取組を進め

ていきたいと思っております。 

 続きまして、質問番号７番、斎場の利用

状況でございます。 

 火葬件数は多死社会を反映して、年々増

加傾向にございます。市外者比率も令和２

年度は２０．１％、令和３年度は２６．２％、

令和４年度は２２．０％となっており、お

おむね４、５件に１件が市外者の利用とな

っております。近年は市外者の利用率が上

がったことで、市内者の予約が取りづらい

状況となりまして、令和４年の秋以降、２

枠目と４枠目を市内者専用枠として、現在

も運用しております。 

 令和５年度からは、市外者料金を値上げ

したこともあり、体の一部も除外した数値

になりますが、２月末時点で、市外者比率

が１０．７％まで低下しております。これ

は利用料金の改定の効果が出ているもの

と考えております。以前、確かに市内者の

予約が取りづらい状況がございましたが、

現在はそのような声は入っておりません。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 妹尾課長。 

○妹尾文化スポーツ課長 それでは、質問

番号９番、部活動地域移行に関する改革推

進期間の現状と、今後の取り組み予定でご

ざいます。 

 この部活動の地域移行に係る動きとい

たしましては、スポーツ庁並びに文化庁か

ら、令和４年１２月２７日に「学校部活動

及び新たな地域クラブ活動の在り方等に

関する総合的なガイドライン」が示され、

本市といたしましては、摂津市部活動地域

移行準備委員会設置要綱を令和５年１月

に制定し、準備委員会を設置いたしました。

この準備委員会は、文化スポーツ課と学校

教育課により構成される会議体で、市及び

学校の設置者が取り組むべき諸課題や方

策を共有し、協議することとしております。

令和４年度から令和５年度にかけまして、

４回の会議を実施したほか、先進自治体へ

の視察を行いました。それから令和６年度

につきましては、より具体的な実現性を検

証するため、移行についての課題抽出と整

理、地域団体等の現状把握、中学校部活動

の状況調査、学校の意識調査等に取り組む

予定としております。採用いたします会計

年度任用職員は、地域クラブ活動推進補助

員として、これら業務をサポートしながら、

地域団体と中学校との仲介役も担ってい

ただくということを想定しております。ま

た、準備委員会に外部から有識者をお招き

して、意見聴取することも予定しておりま

す。それから、令和７年度以降のスケジュ

ール感につきましては、こちらは先のこと

で不確定なところも大きいですけれども、

可能でしたら、モデル校ですとかモデル種

目を定めてテスト実施をしてまいると同

時に、令和８年度以降には運営委員会を組

織して、ガイドラインを策定していければ

と考えております。地域団体の受入れ体制

の整備ですとか、学校の意向が前提となり

ますことから、必ずしもこの行程で進めて

いけるというものではございません。 

 それから、質問番号１０番の摂津ふれあ

いマラソン大会でのボランティア等々の

負担軽減策ということでございます。 

 先日開催いたしました第４４回大会で

は、これまで設営や撤収作業、またコース

観察等で、市内体育団体や近隣大学の学生

など多くの方々にボランティアとして担

っていただいていた分を、一部業者委託し
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て開催いたしました。これにより、長年携

わっていただいております実行委員会ス

タッフですとか諸団体のボランティアの

方々からも、負担軽減ということで好評い

ただいております。今後も、運営スタッフ

の方の負担軽減を図りながら、運営面にお

いても持続可能な大会となるよう、工夫し

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 菰原課長。 

○菰原環境政策課長 それでは、１３番目

の再度の質問でございます。 

 狂犬病予防注射の接種率に関する質問

にお答えいたします。 

 令和５年度の狂犬病予防注射の接種率

につきましては、現在集計中でございます

が、令和４年度の例では、登録３，２３０

頭に対し、予防注射の接種が２，３３４頭

でございましたので、接種率は７２．２％

でございました。 

 令和３年度は７０．８％でございました

ので、１．４ポイント増加している状況で

ございます。平成３０年度からの比較では、

平成３０年度が６３．３％でございました

ので、４年間で８．９％増加している状況

でございます。令和５年度につきましては、

令和４年度並みには推移するのではない

かと見込んでおります。 

 次に、接種率向上の取り組みといたしま

して、飼い主の方に対して、集合注射のご

案内を３月の下旬に発送しており、８月に

は未接種の犬の飼い主の方に対して、再接

種の勧奨をいたしております。また、高齢

の犬の飼い主に生存確認の調査を実施し

ております。調査対象の犬の年齢も、平成

３０年度は２０歳を超える犬を対象とし

ておりましたが、その範囲は年々拡大して

きており、令和５年度は１６歳の犬までを

対象に調査を実施しております。集合注射

の日程につきましても、令和３年度より４

日から５日に日数を１日増やして対応し

ております。そのほか、市広報、自治会回

覧といった啓発、３年以上未接種の飼い主

に訪問、接種勧奨などを行っております。 

 令和６年度につきましても、国内で狂犬

病を発生させないために、これまでの接種

率の向上に向けた取組を、継続してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三浦課長。 

○三浦環境業務課長 それでは、質問番号

１４番、フォークリフトのほかに、老朽化

が進んでいる設備についての質問にお答

えいたします。 

 リサイクルプラザには、空き缶プレス機

やペットボトル圧縮梱包機、ショベルロー

ダーなど様々な設備や車両がございます。

このうち、空き缶プレス機につきましては、

平成１２年度から使用を続けており、フォ

ークリフト同様に老朽化が進行しており

ます。近年の稼働状況につきましては、小

さなトラブルはございましたが、メンテナ

ンス等で対応しておりました。幸いにも業

務を止めてしまうような大きなトラブル

はございませんでしたが、製造メーカーか

らは、リサイクルプラザの空き缶プレス機

につきましては、部品の製造が終了してい

るため、大きなトラブルがあれば修理等の

対応は困難になる可能性があると言われ

ており、今後、更新を検討する必要がある

と考えております。 

 続きまして、質問番号１５番、ごみ収集

車両の更新の見通しについての質問にお

答えいたします。 

 環境業務課所管のごみ収集業務に使用

している車両は、パッカー車が１２台、 
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２トンダンプ車が１０台、１トンダンプ車

が２台、軽ダンプ車が２台の計２６台ござ

います。そのうち１６台が初年度登録より

１５年以上経過しております。そのため老

朽化による故障が頻発しており、収集業務

に支障が出ております。今後の安定した収

集体制を維持するために、ごみ収集車両の

計画的な更新が必要と考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 質問番号１７番、緊

急通報装置の令和６年度の取り組みにつ

いてお答えいたします。 

 市民の方から、「知人から緊急通報装置

の話を聞いてはいたけれども、自分は対象

外だった。７月に対象者が拡充され、自分

も利用できるようになってありがたい。」

とのお声をいただいておりまして、広報物

への掲載だけでなく、人から人への周知も

大事であると考えております。このような

中、令和６年度に広報せっつやホームペー

ジ、出前講座、社会福祉協議会ライフサポ

ーターの訪問、介護保険事業者連絡会ケア

マネ部会などでの周知を強化してまいり

ます。そして、より多くのひとり暮らし高

齢者世帯や高齢者のみ世帯の方々に、緊急

時の備えをしていただき、安心して暮らし

続けていただけるようにしてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 答弁が終わりました。 

光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございまし

た。 

 それでは、３回目、もう全て要望とさせ

ていただきます。 

一つ目の、質問２です。 

 コミュニティ活性化に向けた条例の制

定でございます。 

 進め方については、一定理解いたします。

しかしながら、やっぱり、まちづくりとい

うのは市民が主体でなくてはならないと

思います。ぜひ、丁寧に意見交換、すり合

わせをしていただきたい。 

 一つ案で。委員会のメンバーからお話し

することを持ち帰るのではなくて、市民主

体とするならば、多様な意見がある中での

すり合わせをして、各団体さん同士が議論

し合うとか、こんなんこういうふうにした

ほうがええんちゃうんかみたいな形で、全

てとは言いませんけど、代表者に集まって

いただいて、こういう案ができました、こ

んな意見も上がっています、どうしましょ

うと、お互いに意見をぶつけ合わせて、落

としどころをつくっていくと、納得性の高

い条例になるのではないかと私は思いま

す。難しいかもしれませんけど、一定、フ

ィードバックするとそこで気づきがある

と思いますので、ぜひそういったところを

鑑みつつ、条例制定に向けて、丁寧に対応

していただけたらなと思います。よろしく

お願いいたします。ぜひ納得性の高い条例

にしてください。この質問を終わります。 

 続きまして、質問４です。 

 摂津市イベントナビについてです。改善

点と令和６年度の取り組みをお聞かせい

ただきました。 

 いろんなところ、いつになるか分からな

いけど、工夫をしていくということを理解

しました。 

 この摂津市イベントナビは、地域ごと、

あるいは、カテゴリーごとに、どんなイベ

ントがいつ開催されるか覗いてみますと、

すごく分かりやすく確認することができ

ます。さらなるにぎわいづくりというとこ

ろ、あるいは企業と団体をつなぐという役
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割も果たすと思います。非常に期待してお

ります。この取組に、高く評価させていた

だきたいと思います。たしか摂津市の公式

アカウントのメニューを見ても、もともと

なかったものが摂津市イベントナビで出

ていました。実は、それを要望しようと思

ったら、先にやられていたので、よかった

です。みんなの目にとまるような形でして

もらうと、利用者もそうですし、いろんな

団体とかが見て、つながっていくことも期

待できます。ぜひこれからも工夫できると

ころは、常にそういった視点で取り組みい

ただきますよう、要望とします。 

 続きまして、質問５、戸籍システムの改

修というところのご説明いただきまして、

ありがとうございます。 

 システムの標準化というところでいく

と、財政負担とか業務負担等々も改善され

るということです。いわゆる自治体行政の

デジタル化を見た基盤整備と理解いたし

ました。システムを標準化することによっ

て情報連携できると思いますので、ぜひ計

画どおり進めていただければと思います。

要望とします。 

 続きまして、質問６、個人番号カードで

す。 

 １００％の普及率を目指した令和６年

度の取組で、ご答弁にもありましたけれど

も、今年の１２月いよいよ健康保険証が廃

止されます。高齢者にとっては、ゆゆしき

問題になるかなと思っています。先ほど、

御答弁ありました、去年１２月に暗証番号

不要のマイナンバーカードを制度化され

たかもしれませんけど、多分知らない人も

おると思います。いま一度しっかり周知し

てほしいと思います。もう使わないとなっ

たときに混乱を招かないように、取り組ん

でいただきたいと切に感じているところ

でございます。高齢者の方は、広報せっつ

とか見るかもしれませんが、ホームページ

は絶対に見ないので、例えば広報せっつの

ところに１行書くのではなくて、四角で囲

んで、もういよいよこうなります、と目に

とまるような工夫をしたり、あるいは、先

ほどの高齢介護課ではないですけど、人伝

えでお知らせしていただくとか、あるいは

出張申請サービスとか、非常にいい取組や

と思います。いろいろ工夫しながらやって

いただければと考えております。ぜひよろ

しくお願いします。要望です。 

 続きまして、質問７、斎場管理です。 

 斎場利用件数、市内、市外の利用割合を

お聞かせいただきました。 

 結局、令和４年度２２％から今のところ

２月末で１０．７％に減っているとのこと

で、やはり５倍の料金設定が効いたのかな

と思います。あと予約を取りづらいという

こともあまり聞いてないということで、功

を奏しているのではないかと思います。あ

りがとうございます。これからも、市内の

利用者が利用できないということがない

ように、今の対策で十分効果を発揮してい

るかと思いますけれども、しっかりとその

辺の状況を押さえつつ、さらなる対策が必

要であれば、打っていただくことをお願い

して、要望を終わります。 

 続きまして、質問９です。 

 中学校部活動の地域移行についてです。 

私、改革推進期間等の取組を聞こうと思っ

たのですが、もうスケジュールまで全部答

えてくれました。また、ゆっくり聞かせて

いただきたい。結局、令和６年度何をして

いくのかを、もう１回聞きたいと思ってい

ましたが、御答弁いただきましたので、議

事録もしっかり読んでおきます。ありがと

うございます。この中学校の部活を外に移
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行するということで、先ほど、土日の際の

話があったかと思います。土日だけ切り離

すのは、現場を知らない人が言うことだと

私はちょっと思っています。やるなら一気

通貫でやらないといけませんし、どうやっ

て移行していくのかが大事でしょう。多分

御答弁にあったと思いますけど、受け皿も

必要なので一足飛びにはいかないと思い

ますので、現場の状況をしっかり掴んでい

ただきながら、生徒の目線で、やっていた

だきたいと思います。ぜひ丁寧に対応して

ください。要望としておきます。 

 次に、質問１０です。 

 摂津ふれあいマラソン大会です。 

 ボランティアの負荷軽減というところ

をお聞かせいただきました。既に一部委託

されているということでしたね、ありがと

うございます。多分、参加費２，０００円

が３､０００円に上がるので、さらに負担

軽減策が講じられるのではないかと感じ

ております。今回申し込みを忘れて走れま

せんでしたけれども、来年は走ります。参

加者が大体１，０００人弱で、あの規模感

としてもいい感じかと思います。これ以上

増えると、コースもあふれるとかあります

ので、その規模感をコントロールするのは

難しいかもしれませんけど、ぜひ継続して

盛り上げてほしいと思います。よろしくお

願いいたします。要望です。 

 続きまして、質問１３、狂犬病のところ

でございます。今の状況と令和６年度の取

組を聞かせいただきました。 

 接種率が７２．２％ということで、依然

高い水準を維持されているとお聞かせい

ただきました。いろいろなアプローチをさ

れ努力されて維持されてると改めて理解

いたしました。ありがとうございます。 

 狂犬病は、国内では実は昭和３２年を最

後に、出てないということです。一方で、

人で発症すると、ほぼ１００％に近い死亡

率になるということです。先日、新聞を見

ていますと、２月末に皆さんご存じやと思

いますけど、群馬県で犬が１２人の人を噛

んだと。それを調べると予防接種を受けて

いなかったということでした。新聞による

と、令和４年度の登録犬数を見ると、６０

７万頭のうち接種済みが４３０万頭で、全

国としては接種率７０．９％ということで

いきますと、摂津市はその水準よりちょっ

と高いということです。頑張っているんだ

と改めて思いました。平成５年度なんて９

９％を超えたということなので、そういっ

た意味では、やっぱり市民の意識が希薄化

してるとか、飼い主さんがということです。

狂犬病になるということの確率というの

はすごく低いかもしれませんけど、一方で

ね、そういった認識というのをしっかりと

飼い主さんにはね、認識してもらわなあか

んと思いますので、ぜひこれからも精力的

に取り組んでください。地道に取り組んで

ください。よろしくお願いします 

 次、質問１４、老朽化している設備につ

いてお聞かせいただきました。 

 空き缶プレス機ですかね、前にも一回聞

いたことあるかと思います。老朽化が進ん

でいるとのことで、耳の痛い話かもしれま

せん。昔ペットボトルの圧縮梱包機がトラ

ブルになって止まったと、それもゆゆしき

問題です。それが影響してペットボトルが

あふれて、選定ごみもとまったことがたし

かありました。再来というか、空き缶プレ

ス機の部品がないのは、初めて聞きました。

老朽化が進んでいく中で、そういうところ

も出てきますので、単純に、老朽化が進ん

でいるというだけではなくて、そういった

部品が手に入らないとか、あるいはトラブ
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ルが起こったときの影響も鑑みつつ、しっ

かり予算化は必要やと思います。停止した

際のリスクをしっかり見ながらやってい

ただきたいと思います。後々には更新の予

算をお待ちしています。よろしくお願いし

ます。 

 次、質問１５です。 

 パッカー車です。 

 見通しについてお聞かせいただきまし

た。これも老朽化というか、パッカー車の

みならずダンプカーも入れて１６台が認

識されているということです。これも、故

障によって車両が回らないとかショート

するということもあり得ますし、ダンプカ

ーはともかくパッカー車はやっぱり一品

ものなので、発注してから多分２年ぐらい

かかるのかと思います。これも計画的に更

新計画を立てていただきますよう、よろし

くお願いします。 

 最後です。 

 緊急通報装置でございます。 

 令和６年度の取組についてお聞かせい

ただきました。要件緩和されたことによっ

て、対象者が増えているということ。あと、

対象者で知らない方もおられると思いま

すので、先ほども言ってくれてはりました

けど、口伝えとか、しっかりやっていただ

きたいと思います。今いろんな形の見守り

も必要だと思います。何かあったときにこ

れを押したら知らせる、あるいは相談ボタ

ンもたしかあったと思いますので、しゃべ

る機会にもなります。そういった意味では、

この緊急通報装置のトラブルはないんだ

と思います。設備の維持とか、調子が大丈

夫なのかという点検、業者がやられている

と思います。定期点検もしっかりやりつつ、

高齢者の強い味方でございますので、普及

率向上に向けて取り組んでいただきたい。 

 以上で、質問を終わります。 

○増永和起委員長 光好委員の質問が終

わりました。 

 ほかにありますか。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、要望になります

けれども、させていただきたい。 

 その前に、本日は３月１１日ということ

で、東日本大震災から、早いもので１３年

目になりました。今なお２万９，０００人

の方が避難されているということで、能登

半島地震の被災者の方々を含めて、全ての

皆様にお見舞いを申し上げます。 

 また、市から支援に行かれている職員の

皆さんもいらっしゃることと思います。職

員の皆さんの無事故をお祈りしたいと思

います。 

 それでは、９点ありますけれども、端的

にご要望させていただきたいと思います。 

 まず、一つ目は、環境の広域化に対する

予算立ての件です。取組始めたところで、

なかなか茨木市とのごみ処理について、分

かりづらい部分もあるかと思います。今回

は、燃料関係の都合で補正になっておりま

すけれども、大切な大がかりな設備であり

ます。いつ突然、改修が入るかもしれない

わけであります。そういった意味で、今後、

茨木市との情報交換の機会を増やしてい

ただきまして、当初予算の組み方等をしっ

かり研究していただきたいことを要望し

ます。 

 ２点目に、キャッシュレスシステムの件

です。全体的なデジタル行政は賛成の立場

です。 

 一方、導入の陰で影響もございます。例

えば、体育館の予約システムですが、シル

バーさんがその窓口対応をされる場合も

あり、システム化の中で、ついていけない
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という声もあります。しかしながら、シル

バー人材センターも高齢化と人手不足の

こともありますし、間に指定管理者が入っ

ている場合もあるかもしれません。現状７

０代の方がついておられることも多くあ

ります。そういった意味で、使用する上で

の丁寧な研修をぜひとも行っていただき

たい。 

 次に、３点目、（仮称）味生コミュニテ

ィセンターの件です。 

 別府コミュニティセンターの経験があ

るとはいえ、２０１６年から７年が経過を

しており、当時の職員の方も違う部署に異

動されているかも分かりません。そういっ

た意味で、建物については、これから設計

であるとか説明会などをされると思いま

すけれども、今後、補助金の申請確認とか

が入ってくると思います。今回の例で言う

と、斎場の駐車場であったり、教育委員会

になりますけれども学童保育の建屋であ

ったりとか、直前になって補助金が受けら

れないということも考えられます。庁内の

建築の担当といえば建設部になるわけで、

副市長にも御尽力いただいて、せっかく庁

内にそういう特化した部がありますので、

しっかり連携をしていただきたいと思い

ます。また、ソフト面、どう活用していく

かという点についてです。例えば稼働率ア

ップへの取組で考えますと、比較的駅に近

いという立地でもあるため、ビジネスユー

スまた空き時間には中高生の時間貸しと、

他市事例もしっかりと研究していただき

たい。また、進めるに当たって、コンサル

タントの意見を聞いて進められると思い

ます。それに依存してしまわずに、担当課

として、しっかりコンセプトを持って取り

組んでいただいて、完成した暁には、本当

にいい施設ができたと言われるように、取

り組んでいただきたいことを要望します。 

 次に、４点目、予防接種についてです。

この春でいろいろ変わると思います。今ま

でと何が違うのか何が変わったのか、市民

の皆さんに分かるように、しっかり周知を

していただきたい。 

 それから５点目、介護についてです。２

０２５年問題が間近に迫っております。認

知症を患う方が増えることも予想されま

す。最近ケアマネジャーを紹介してほしい

とか、施設を紹介してほしいという声も多

く聞くようになりました。なかなかすぐに

入れなかったり、場合によっては、近隣市

のケアマネジャーがついたりとかいうこ

とで、ケアマネジャーさんと施設不足を非

常に感じるようになってきました。そうい

う意味では、現場のマンパワーの話になる

と思いますけれども、社会福祉協議会とも、

もう一歩深くお話し合いを進めていただ

いて、何をどうすればいいのかを計画をも

って、この２０２５年問題に備えられるよ

うに、よろしくお願いします。 

 次、６点目、環境センターの件です。 

 今月もう一歩進んだ説明会を予定され

ております。 

 反対の方の意見も大切な意見であると

思いますので、できる限り足を運んでいた

だいて、誠意が伝わるよう、また、その対

話の中で、新たなヒントが生まれることも

あろうかと思います。なかなか労力が要り

ますけれども、どうかよろしくお願いしま

す。また、地域の方がともども歩んでいる

という思いで、親近感をもっていただける

ように、例えば、青少年運動広場の入口付

近に子どもたちにも親しめるようなデザ

インで、できれば毎日進捗の分かる掲示板

等を設置していただくことを要望します。 

 次に、７点目、産業振興についてです。 
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 今年は割引券ということで、半分は現金

でお店に残りましたので、お店側からも非

常に喜んでいただけております。第二弾の

取組もしていただいて、市民の皆様大変喜

んでおられます。また、この市の取組を誇

りに思ってくださっている市民の方も多

くいらっしゃいます。これらの事業は、コ

ロナの関係で、国の補助金で運用されるこ

とが多かったと思います。以前は単費で進

めていた時期もあったように思います。そ

ういう意味では、皆さんが楽しみにしてい

る大きな取組でもありますので、大きな予

算をかけなくてもできるような工夫をし

ていただいて、何とかこの取組を継続して

いただけますことを要望とします。 

 それから、８番目です。敬老のお祝いの

件です。 

 本日たまたまお昼休みに、会派の同僚議

員に１本の電話がありました。それは７７

歳のお祝いがなくなったのかというタイ

ムリーな問合せでした。ひたすらお詫びを

する対応になってしまったのですが、今後、

お金のかからない工夫として、例えば７７

歳を迎える方向けに、所管はまたがると思

いますが、国民健康保険の通知の際に、少

し手を尽くしたしおりやお祝い文を同封

するなど、お祝いの心が伝わるような工夫

をお願いしたいと思います。 

 最後に、９点目です。 

 健都イノベーションパーク売却の件で

す。 

 冒頭、保健福祉部長からありました、辞

退のお話が出たときは、この時点でなぜと

思われたと思います。今後、どうしていく

のか、いろいろな思いがあったことと思い

ます。普通では考えられない出来事でもあ

り、この結果には、深い深い意味があるも

のと捉えました。古事に、人間万事塞翁が

馬ということわざがあります。長い将来、

その意味が分かってくるのだと思ってお

ります。 

 保健福祉部長からも、仕切り直して再出

発していく旨の力強い心の内を聞かせて

いただきました。これまで大きな建物も３

か所建ち、すばらしい企業に来ていただい

て、我々も見学会で本当によかったという

ふうに思いました。私どもは、目標として

土地の売却を行うことではありますけれ

ども、目的は市民のための、ひいては国民

のために、健康等に力を発揮していただけ

る企業に巡り合うことであると思います。

いま一度、原点に返って取り組むべき出来

事はなかったのか。今後、要件等の見直し

なども考えておられると思いますけれど

も、この委員会の全員で、ピンチをチャン

スにしていけるように、御尽力していただ

きたいということをお願いして、要望とさ

せていただきます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 これにて、全委員の質

疑が終わりましたけれども、本日、冒頭で

発言がありましたように、健都イノベーシ

ョンパークについての変更もございまし

た。 

 最後に、ほかに質問があればお受けした

いと思います。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 改めまして、再度質問さ

せていただきたい。 

 健都イノベーションパーク売却の話を、

昨日、私が質問させていただいて、今日で

状況が変わってしまいました。改めてお伺

いしたいと思います。売却案が頓挫してし

まったと、そこに関しては相手のあること

なので、一定致し方ないと思います。一方、

私、常々申し上げておりますが、一つの案
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が駄目になったときに、第二の案、第三の

案を考えておいてほしいと、いろんな部署、

部門で言わせていただいております。 

 そこで、現時点で、他の委員はこれから

考えていくという御意見が多かったです

けど、私は、現時点でどのような案がある

のか、検討されていることで結構なので、

教えていただきたいと思います。加えて、

条件緩和という部分も検討に入るかと思

います。吹田市の敷地部分に関しては、恐

らく同程度の条件で購入された経緯があ

ると思います。摂津市側だけができる条件

緩和は、一体どのようなものがあるのか、

もし現時点で分かれば教えていただきた

い。また、民生常任委員協議会の際に、分

筆等も考えるべきではないかと話をさせ

ていただきました。建築費が高騰している

というところで、一筆で考えると６，００

０平米の建物に、３階建て、４階建てと考

えていくと、延床面積が２万平米ぐらいに

なるのではないかと推定されます。延床面

積が増えれば増えるほど、一気に建築費は

課題になってきます。分筆等もまた今後考

えていかなければならないと思います。ま

た、物理的にできるかどうかというのもあ

ると思います。その辺りの考え方について

も教えていただきたい。 

 もう一点、先ほども申し上げましたが、

建築費が上がったということです。例を出

していただいて、どれぐらい上がってきて

いるのか、推移として何割増とかもし分か

れば教えていただきたい。 

 以上です。 

○増永和起委員長 浅尾課長。 

○浅尾保健福祉課長 それでは、健都イノ

ベーションパークに係ります質問にお答

えしたいと思います。 

 現時点での修正、次の案ということで問

いがございました。 

 現時点でのお話でございますので、何か

具体的な案が、変更案があるわけではござ

いませんけれども、基本的には、摂津市の

都市計画の地区計画がございまして、健都

イノベーションパークにおきましては、医

療・健康創生関連ゾーンということで、本

市において決定をいたしているものでご

ざいます。この土地利用の方針に従って、

今後、土地利用を希望される企業がないか

どうか、改めて、丁寧にヒアリングを行っ

ていくことが、基本になってこようかと思

います。 

 吹田市の市有地もあるということで、摂

津市だけではできないのではないかとい

うこともございます。吹田市の市有地にお

きましても、同様の地区計画の範囲内です

ので、考え方としては、同じような考え方

になると考えております。吹田市をはじめ、

この土地につきましては、大阪府や国立循

環器病研究センター、国立健康・栄養研究

所など、多様な主体と、いろいろな情報交

換を行いながら、企業誘致を進めてきてお

ります。今後も引き続き、その関係機関と

の協力のもと、情報収集を行い、修正が必

要な点がありましたら、協議をし、情報交

換をしながら誘致を進めていきたいと考

えているところでございます。 

 それから、分筆の可能性のお問いでござ

います。これはこの土地利用の方針の中で、

一筆でなければならないということでは

ございません。可能性として、ないわけで

はないです。しかし、摂津市の６，０００

平米の土地の特徴といたしまして、流域下

水道管が埋設されております。この関係も

あり、分筆を行った場合に、地上権が設定

されている区域のみの土地利用となると、

進出する企業にとっては、ハードルが高く
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なると認識をしております。この辺り、具

体的なヒアリングを行った結果、検討しな

いということではありませんが、基本的に

は、摂津市の特性として、そのような状況

があると理解いただきたいと思います。 

 あと、建築費のお問いがございました。 

 具体的には、どれぐらいのパーセンテー

ジで上がっているという細かいところは、

市で把握しているわけではございません

が、地価公示の価格は、やや上昇傾向です。

０．８％から１．６％、この１年間で上が

っていると聞いております。それから、企

業からのヒアリングで、関係機関から情報

提供されている内容としましては、やはり

設備関係です。この辺りが人的な不足によ

り、なかなか工事を進めるのが困難だとい

う企業が出てきていると、情報としてお聞

きしております。これから設備投資を行う

企業にとっては、ややハードルが高くなっ

てきているとの認識はもっているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 御答弁ありがとうござ

いました。 

 現時点で条件緩和の計画については、今、

策定されている条件どおり、もう一度探し

ていきたいという内容だったと思います。 

 それに関しては、ある程度致し方ないと

思います。一方で、先ほど、分筆の部分も

触れさせていただきましたが、どういう条

件緩和をできるのか、模索することに関し

ては、そんなにお金もかからないと思いま

す。それに決めろとは言いませんので、い

ろいろな手を同時に考えておいていただ

きたいと思います。流域下水道管があると

いうところで、分筆に関してもなかなかし

んどい部分もあるとお聞きしました。それ

がどの程度入っていて、６，０００平米の

うちどれだけ建てられない部分があるの

か把握していないので分からないですが、

一部の部分だけであるならば、そこの部分

だけ取り除くであるとか、考慮は来年度す

ぐという話ではないですけど、考えていく

べきではないかと思います。 

 もう一点、お答えは難しいと思いますが、

後学のためにお伺いしておきたいことが

あります。健都の計画がイノベーションパ

ークという形で進んでいる中では、健都イ

ノベーションパークとして話を進めるべ

きだとは思います。例えば、もしも、この

土地が売れなかった場合、どこで線を引く

か分からないですけど、５年、１０年誘致

をやったが完全にもう売れないとなった

場合に、全く違う計画にすることは可能か

どうか。お答えできないかとも思うのです

が、可能性の話で結構なので、分かるので

あればお答えいただきたいと思います。 

 売れなかったとして、ずっと空き地で置

いておくわけにはいかないと思います。ど

こかで線を引かないといけないと思いま

すが、その検討はできるのかどうかだけの

話です。全くできないのであれば、絶対そ

の条件で話さないといけないでしょうし、

そういう例が他市であるのかどうかも含

めて、教えていただけたらなと思います。 

 もう一点。委員長、関連質問になってし

まうのですが、教えていただきたいことが

あります。物価高で建築費が高騰している

という理由で、設備部分含め、一般の企業

が撤退されたとのことです。土地の値段に

関しては、別に不服はなかったが、建物に

関してかなりしんどい部分があったとい

うところです。そういう状況なのであれば、

もう一度とお伺いしておきたいのが、味生

コミュニティセンターに関してです。当初、
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建築費で目算を立てられていたと思いま

す。今の物価高騰を、どの程度計算に入れ

てらっしゃるのか。練り直したのかどうか。

関連質問になってしまうのですが、お答え

いただけたらと思います。国のやっている

作業ではありますが、日本維新の会も関わ

っている大阪・関西万博も、物価高、建築

費高騰で、大きな批判を浴びているところ

です。実際、国の事業で、それ以上の利益

があると言ってはおりますが、市民、国民

にとって、物価高で、直前になって費用が

高騰するのは、よろしくない話だと思いま

す。なので、味生コミュニティセンターに

関しても、予想できるものはしっかり予想

していっていただきたいと思います。なの

で、そういう物価高を含めて、現状どのよ

うな分析をされているのか。関連質問でよ

ろしければお答えいただけたらと思って

おります。 

 以上です。 

○増永和起委員長 まず、土地の部分です。 

 谷内田次長。 

○谷内田保健福祉部次長 それでは、土地

がもし、今後ずっと売れなかった場合の考

え方についてお答えいたします。 

 まずは、この土地を売ることについて全

力で取り組んでいくところは、委員もおっ

しゃっていただいているとおりでござい

ます。にもかかわらず、売れなかった場合、

方向転換についてどうしていくのか、どう

考えていくのか、考えていけるのかという

ところです。このイノベーションパークの

コンセプトをつくって取り組んでいくに

当たりましては、本市だけではなく、様々

な機関、厚生労働省、大阪府、吹田市、そ

れから国立循環器病研究センターと様々

な機関と協議を行い、コンセプトをまとめ

て取り組んできたところです。もし、この

健都イノベーションパークのコンセプト

と少し違う利用方法を考えた場合、それら

関係機関と再度協議をしていく必要があ

ろうかと思います。それについては、少し

丁寧に説明していく必要があると考えて

いるところです。 

 以上です。 

○増永和起委員長 味生コミュニティセ

ンターについて、端的にお願いいたします。 

 川本副理事。 

○川本生活環境部副理事 味生コミュニ

ティセンターの建設費の問いでございま

す。 

 現在、基本設計を進めておりまして、間

もなく完成の予定でございます。設計業者

からは、この基本設計の中で工事費の概算

を出していくと聞いております。まだ金額

の提示は受けておりませんけれども、基本

設計の中で工事費の概算を出す際には、当

然資材の高騰なども考慮されていくもの

だと思っております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 まず、１点目。現時点では分かりません

が、相談をすれば、もしかしたら可能性は

ある。やる、やらないは別として、いろい

ろな案は同時に収集していただきたい。基

本的には健都イノベーションパークのメ

インに沿った形で動いていただくのが一

番です。それがもし厳しいと思ったときに

は、２の矢、３の矢に動ける体制を同時に

検討していただきたい。空き地で置いてい

ても、市民サービスの拡充にはなりません。

喜ぶ人は特におりませんので、市民、国民

に還元できるサービスを同時に考えてい

っていただきたいと要望しておきます。 

 味生コミュニティセンターに関してで



- 40 - 

 

す。建築費の高騰は加味されているという

ことです。今の答弁ですと、恐らく現時点

での建築費高騰の部分だと思います。現実

問題、何割という形で、建築費が上がって

いっているという話も聞きます。その中で、

先を見据えた部分は、しっかり計画をつく

っていただかないといけないと思ってお

ります。現時点での目算と、建設時の契約

の予算が大きくかけ離れてしまうと、自分

たちの党のことを言って申し訳ないんで

すが、大阪・関西万博みたいな形で、大き

な批判を浴びることとなります。市の施設

なので、市民が使う部分になります。費用

対効果はしっかり注視していかないとい

けない。なので、今、基本設計をつくられ

ているところであれば、その振れ幅もしっ

かり加味していただいて、それを提示して

いただかないと動くには時期尚早ではな

いかと申し上げておきたいと思います。し

っかりとこれぐらいの幅がある、このぐら

い動く可能性があるとした上での計画を

つくっていただきたい。要望して終わりた

いと思います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 ほかにありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 では、以上で、質疑を

終わります。 

 暫時休憩します。 

（午後２時   休憩） 

（午後２時４分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 議案第６号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好博幸副委員長。 

○光好博幸委員 それでは、１点だけ質問

させていただきます。毎回同じようなこと

を言っていますが、予算概要の１７６ペー

ジ、パートタイマー等退職金共済事業とし

て１，１７１万円計上されております。 

 一方で、パートタイマー等退職給付金と

して８００万円計上されていて、前年度と

全く同じ額だと思います。確認の意味で、

現在の加入事業者数と人数、あと前年度か

らの増減も含めてお聞かせいただきたい。 

 １回目、以上です。 

○増永和起委員長 鈴木課長。 

○鈴木産業振興課長 まず、令和５年４月

１日現在の加入事業所が２７事業所、被共

済者数が１２６名でした。現在、令和６年

２月２９日時点での加入事業所数は２５

事業所、被共済者数は１０８名となってお

ります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 光好副委員長。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。 

 ２月２９日時点で、加入事業所数が２５

事業所、被共済者数が１０８名とのことで

した。決算審査に係る委員会のときも言い

ましたけれども、ピーク時は、６３０名ぐ

らいいらっしゃったと思います。非常に減

っている印象がございます。過去には、こ

の事業を見直したほうがいいのではない

かという話も聞かせていただきました。一

方、いろいろな議論をさせていただく中で、

有効な事業であるという認識のもと、やっ

ぱりやっていくというところでございま

す。内容はいいですけど、中小企業退職金

共済事業本部のところの違いについて、い

つもお話させていただいています。そうい

ったところの利点とか、特に零細企業、小

さい企業にとっては、掛け捨てでもないの

で有効な施策でもあります。今後、ずっと

続けていくということであれば、ニーズ調

査も継続して進めていただきたいと思い
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ます。やるからには加入者拡大というとこ

ろで、そんなに労力をかけてやるところで

はないかもしれませんけれども、必要な零

細企業はいらっしゃると思います。そうい

ったところにもＰＲしていきながら、やる

からにはしっかりと取り組んでいただき

たいと思います。要望としておきます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 以上で、質疑を終わります 

 暫時休憩します。 

（午後２時７分 休憩） 

（午後２時８分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 議案第４号、議案第１２号及び議案第２

８号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 それでは、国民健康保険

特別会計に関する質問をさせていただき

たいと思います。 

 まず、１点目です。議案第４号、令和６

年度摂津市国民健康保険特別会計予算書

１０ページ、歳入、国民健康保険料につい

てでございます。 

 前回もお話させていただき、今回の提案

説明でもありましたが、新たな国民健康保

険運営方針に基づき、大阪府内の保険料率

が統一されるということです。保険料以外

も含め、改めて令和６年度からの国保運営

はどのようになっていくのか。説明いただ

きたい。 

 続きまして、同じく１０ページ、督促手

数料についてでございます。 

 実態をお答えいただきたい。保険料を滞

納している方に対して、督促を行うことで、

この督促手数料はかかっていくと思いま

す。どのような催促の仕方をされているの

か、現在の滞納率について、推移を教えて

いただけたらと思っております。 

 続きまして、予算書１２ページでござい

ます。 

 歳入、国民健康保険財政調整基金繰入金

がございます。９８４万１，０００円の計

上があります。いま一度、この中身につい

てお伺いしたい。 

 以上３点でございます。 

 よろしくお願いします。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、三好委員

の３点の質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の大阪府内の保険料統一等

がなされるというところで、令和６年度か

らの国保運営についての質問にお答えい

たします。 

 令和６年度からの国保運営につきまし

ては、令和５年１２月に策定されました大

阪府国民健康保険運営方針に基づき、保険

料率をはじめ減免基準など、府内統一基準

により運営していくこととなります。 

 保険料で申し上げますと、これまでは経

過措置として、激変緩和措置を講じながら、

市町村で独自の保険料率の設定を行って

きました。令和６年度からは、大阪府が毎

年度算定し、示される市町村標準保険料率、

こちらが府内統一の保険料率となります。

また、保険料減免や一部負担金減免などの

減免基準についても、これまでは経過措置

とし、独自の減免基準と府内統一基準の両

方を適用しておりましたけれども、令和６

年度からは、府内統一基準のみの適用とな

ります。そのほか賦課割合、賦課限度額な

ど、各種の項目も統一的に対応していくこ
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ととなります。これらの統一により、府内

に住んでいれば、同じ所得、同じ世帯構成

であれば、同じ保険料となりまして、被保

険者からの負担の公平性が確保されるこ

ととなります。 

 続きまして、二点目の保険料を滞納され

ている方への勧奨と滞納率の状況につい

ての質問にお答えいたします。 

 納期限を過ぎましても、保険料の収納が

確認できない世帯につきましては、当初の

納期限から約１か月半後に、督促状をお送

りしております。また、それに並行して、

市の納付コールセンターからの電話によ

る納付勧奨も行っております。 

 滞納率についてでございますけれども、

過年度を含めた保険料の調定額に占める

滞納繰越額としての未収額の割合として、

金額ベースで申し上げますと、令和６年２

月末現在、保険料の調定額２３億９，０４

６万９，０９０円のうち、滞納繰越額が５

億７，８８６万３，０６６円となっており

まして、全調停額の２４％ほどが、滞納分

であるという状況でございます。 

 令和３年度と令和４年度につきまして

も、それぞれの年度末時点で、調定額に対

する滞納繰越額の割合が、令和３年度は２

５．７％、令和４年度が２４．５％となっ

ており、２４％から２５％ほどで推移して

いるという状況でございます。 

 ３点目の基金の繰入金の中身について

の質問でございます。 

 令和６年度から、保険料率が統一される

ことにより、市町村で直接保険料を抑制す

ることができず、大阪府においてのみ保険

料抑制を行っていくこととなります。 

 そこで、市町村の可能な範囲ではござい

ますけれども、市町村の余剰金を活用し、

事業費納付金を通じて保険料抑制財源を

大阪府に支払うことで、保険料抑制を図る

財政調整事業が始まります。この基金繰入

金で計上している９８４万１，０００円に

ついては、その財政調整事業に充てる分で

ございます。令和６年度は、府内市町村が

一律で被保険者１人当たり６８１円を、保

険料抑制に充てる予定でございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 御答弁ありがとうござ

いました。 

 ２回目お聞きさせていただきます。 

 国民健康保険の広域化についてですが、

これまでと令和６年度の違いについては

理解いたしました。 

 これまでも、議論させていただきまして、

委員長からも、市の資料をいただきまして、

統一化という意味と、しんどさと両方を理

解したつもりですが、この背景として、大

阪府下全体で見れば、かなりしんどい市が

多いだろうというところが読み取れまし

た。そういった中で、被保険者が、お金を

払っていくことになります。金額も上がっ

ていくところで、府全体でのこうした動き

は、市民の方にもしっかりと理解していた

だかないといけないと思います。市民の方

がどれだけ人生設計されているか分かり

ませんけれども、毎月家計簿をつけていら

っしゃったら、国民健康保険料が上がるだ

けで、何か削らないといけないと思います。

市の予算も、何かやれば何か削らないとい

けない。当たり前のことです。その周知は

しっかりとやっていただかないといけな

いと思います。それを今後どういうふうに

しようと考えていらっしゃるのか、お答え

いただきたいと思います。周知の仕方につ

いて、よろしくお願いいたします。 

 ２点目です。 
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 滞納率です。２５％ほどあるということ

で、額でいうと、４人に一人ぐらいの方が

滞納されているところ理解いたしました。

思ったよりも多い金額が滞納されていて、

それだけ払えない人、払いたくない人、い

ろいろな事情があるのかもしれません。な

かなか回収が厳しい状況だと思いました。

その中で、職員の方も、日々、滞納金の解

消に努めていただいていると思います。現

在の滞納処分の仕方、滞納されている方に

どういった形のアクションを起こしてら

っしゃるのか、教えていただきたい。 

 続きまして、３点目でございます 

 国民健康保険財政調整基金繰入金９８

４万１，０００円を使って、新たな保険料

の部分を抑制していくということで、令和

６年度は、府内市町村が一律で被保険者１

人当たり６８１円の保険料が抑制されて

いるということで理解をいたしました。関

連でございますが、補正予算書の６ページ、

令和５年度は、国民健康保険財政調整基金

繰入金が９，５００万円と、今回の予算の

１０倍近くございます。中身についてお教

えいただきたいと思います。 

 ２回目、以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、三好委員

の２回目の質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の令和６年度からの国保運

営についての様々な変更点等の周知、これ

についてはどうしていくのかというお問

いでございます。 

 こちらにつきましては、広報せっつや市

ホームページのほか、毎年度、被保険者の

方向けに国保ハンドブックという冊子を

作成、配布しております。その紙面におい

て、府内統一基準での運用に関わる変更点

などについて記載するなど、丁寧な情報提

供を行っていく予定でございます。また、

大阪府においても府政だよりへ記事を掲

載するであったり、また、各市町村と連携

した共同広報、これを検討していると聞い

ております。連携して周知に努めてまいり

たいと思います。 

 続きまして、２点目の滞納処分の状況の

質問でございます。 

 委員が御指摘のように、督促状の送付、

電話による納付勧奨を行っても、なお未納

状態が解消されない方も、一定数いらっし

ゃいます。そういった方に対しては、督促

状とは別に、年に４回催告書を送付するほ

か、法令に基づいて各種金融機関に財産調

査を行っております。保険料の徴収困難な

事例といたしまして、こういった財産調査

を行っても財産が見つからない場合、それ

から、そもそも居所不明により連絡を取る

ことができないといったケースが代表的

な事例となってまいります。 

 滞納処分の状況でございます。令和５年

度につきましては、令和６年２月末現在で、

１３件の滞納処分による財産の差押えを

執行しており、収納率の改善に努めている

ところでございます。 

 続きまして、３点目の補正の９，５００

万円、こちらの中身についてのお問いでご

ざいます。 

 令和５年度の補正予算におきまして、国

民健康保険財政調整基金繰入金で９，５０

０万円を見込んでおります。こちらは歳入

の保険料が当初予定よりも下振れする見

込みになったことから、収納不足の備えと

して基金を活用するものでございます。具

体的には、いわゆるコロナ減免の制度、こ

ちらが令和４年度で終了した影響が主な

要因であると捉えております。 
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 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 ３回目でございます。 

 国民健康保険料についてです。広報につ

いては、広く周知をしていただけると理解

いたしました。利用者全員にしっかりと周

知していただきたい。一個要望です。保険

料が上がったことに関して、どういったお

声があったのかは、情報収集をしておいて

いただきたい。繰り返しになりますが、被

保険者あっての国民保険ですので、様々な

機会や媒体を通じて、しっかり周知してい

ただくよう要望して、この質問を終わりま

す。 

 続きまして、督促の部分です。１３件滞

納処分において、財産の差し押さえを執行

されたということです。致し方ないとはい

え、大変心苦しいと思うところでございま

す。徴収が困難な事例、現在の滞納処分の

状況については理解しました。中には本当

に生活が苦しくて、滞納したくなくても滞

納せざるを得ない人がいると思います。そ

の人と、払いたくない人を分別するのはす

ごく難しいとは思います。一方で、納付期

限内にきっちりと納めていただいている

方が多くいらっしゃいます。これらの保険

料をしっかり払っていただいている被保

険者の方との公平的な観点で見ていくと、

本当に支払いが困難な人なのかどうかを

しっかり見極めていただいて、回収不可能

となる保険料については、極力少なくして

いただくよう努力していただきたい。ふだ

んの業務と違うところで、難しい部分もあ

ると思います。悪意のある部分に関しては、

しっかりと手を進めていただきたいと要

望しておきます。 

 ３点目、財政調整基金です。補正予算で

９，５００万円の基金の繰入れを行ったの

は、思っていたよりも保険料の収納の金額

が少なかったというところで、コロナの減

免が終わったので、受益者と被保険者の方

の負担が増え、入ってくる金額が減ったの

ではないかという予想を教えていただき

ました。 

 本当にしんどさが生活に直撃している

のだろうと思います。一定褒めていきたい

ところが、令和４年度末の基金残高は４億

２，０００万円あり、その中から９，５０

０万円を取り崩されたというところです。

こういうことがあっても、しっかり基金の

中でやりくりされて、保険者の方にも負担

をかけず、市民の方にも負担をかけていな

い状況かと思います。ただ、４億２，００

０万円しかない中で９，５００万円を取り

崩したということで、あと数年は大丈夫だ

とは思いますが、もし仮に今後基金が枯渇

した場合、市民にお願いをしないといけな

いのかを含め対応について、３回目、こち

らの質問だけお願いしたいと思います。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、３点目の

基金残高が枯渇した場合、どうなるのかそ

の対応についての質問にお答えいたしま

す。 

 大阪府国民健康保険運営方針におきま

して、もし仮に、基金が枯渇し、さらに収

支不足が生じた場合の対応につきまして

は、大阪府の財政安定化基金からの貸付を

受け、収支不足の解消を行うことが基本と

されております。なお、この府の財政安定

化基金からの貸付を受けた分につきまし

ては、後年度において、府内統一の市町村

標準保険料率に独自の料率を上乗せして

保険料を集めることで、大阪府に借入金の

返済を行っていく必要が生じることとな
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ります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 最後にしておきます。 

 今、答弁がありましたとおり、結局は被

保険者から徴収しないといけないという

ことで、ほかの市税として、入れることは

できない状況と理解いたしました。ただ、

さっきも申し上げましたけど、今回の補正

で、９，５００万円の収支不足が生じる恐

れがあったけれども、結果として、基金を

しっかり積み立てていただいたからこそ、

対応できたと言えると思います。その意味

では、まさに先見の明があったのではない

かと思います。こういった保険料というの

は、平準化はかなり大事な部分だと思いま

す。保険料がどんどん上がっていってはい

ますが、やっぱりどこかで平準化していか

ないといけない。なるべく抑えないといけ

ない。今は安くても、例えば２０年後倍に

なったら全然よくないわけで、平準化はし

っかり心がけていただきたいと思います。 

 引き続き、これが健全といえるのかどう

か、生活費の半分を保険料として払わない

といけないとなったら、健全とは言えない

と思います。国保運営を続けていただき、

未来を見据えた計画をしっかりつくって

いただきたいと要望して、私の質問を終わ

りたいと思います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 暫時休憩します。 

（午後２時２７分 休憩） 

（午後３時    再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、予算概要の１

６６ページ、特定健康診査等委託料につい

てであります。 

 今、出張特定健診を実施していただいて

おります。令和６年度も予定をされている

のかと思っておりますが、現状の把握とし

て受診者の内訳や傾向性についてお答え

いただきたいと思います。 

 二つ目、同じく予算概要１６６ページ、

糖尿病性腎症重症化予防事業委託料につ

いてお聞きします。 

 まず、現在の実施状況と内容についてお

答えいただきたい。 

 三つ目、歳入です。予算書は１０ページ

の国民健康保険料についてお聞きをした

いと思います。 

 昨年、民生常任委員協議会が開かれ、保

険料統一後のお話がありました。その中で、

メリットは、どこで受けても基本的に医療

の単価も同じ、保険料も同じということに

なっていくと思います。そういう意味では、

被保険者間の負担の公平感が確保される

という話がありました。 

 その中で、給付費はいかに抑制していか

なければならないかということもあった

と思います。どんどん保険料ばかりが上が

っていかないように、この辺を抑えていく

必要があるということで、そういう意味で

は医療費の適正化や保険事業、そして収納

対策などに軸足を置いて取り組んでいく

ことになるというお答えを聞かせていた

だいておりました。 

 そこで、先ほど滞納のお話もありました

けれども、摂津市の収納率、府内の市町村

と比較して、以前よかったように記憶して

います。現在の状況について市としてどの

ように認識をされているのかお聞きした

いと思います。 

 以上３点です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 
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 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 福住委員の３

点の質問のうち、１点目と２点目の、保健

事業に関する質問について答弁申し上げ

ます。 

 まず１点目の出張特定健診の受診者の

内訳と傾向についてです。 

 令和５年度は、令和６年２月１７日土曜

日に新鳥飼公民館、２月１８日日曜日に別

府コミュニティセンターで出張特定健診

を実施しました。 

 受診者数は、新鳥飼公民館が１１２名、

別府コミュニティセンターが９７名の計

２０９名、令和４年度と比較して被保険者

数が減少し、対象者数が減少している中で

受診者数が１９名の増加となりました。 

 また、２か年連続で出張特定健診を受診

された方は７３名、受診者の約３５％に当

たる方が出張特定健診を継続受診してい

ただいております。 

 健診受診後のアンケートにおきまして

も、約９６％がまた受診したいと回答する

など、継続的な健診受診機会の確保につな

がっていると考えられます。 

 次に、２点目の糖尿病性腎症重症化予防

事業の実施状況と内容についてです。 

 令和５年度につきましては、摂津市保健

センターに保健指導と、前年度以前の糖尿

病性腎症重症化予防事業の参加者へのフ

ォロー事業として栄養指導を委託してお

ります。 

 抽出条件に該当している国保被保険者

の方に案内を送付し、本人の参加希望意思

の確認と、主治医からの事業参加の同意が

得られた１４名の方に対し、面談や電話等

での保健指導等を実施しております。 

 １年目の方を対象にした保健指導につ

いては、半年間を基本に、例年９月頃の実

施前の面談から始まり、翌年３月にかけ、

面談３回、電話３回をベースに、対象者の

日常生活面での指導助言を行っておりま

す。 

 栄養指導については、２年目の方に、夏

季から年度末にかけ５回のからだ改善教

室、こちらは料理教室と座学の組合せとな

っております。３年目の方に２回のからだ

改善教室フォロー講座、こちらは体操と座

学の組合せ、これらを実施しております。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、３点目の

収納状況に関わる質問にお答えいたしま

す。 

 平成３０年度の広域化以降、保険財政の

安定的な運営の観点から、市町村ごとに各

市町村の実収納率をベースに、規模別基準

収納率との差に応じた諸条件を加味して

設定される、いわゆる標準収納率というも

のがございます。この標準収納率を達成・

向上させるために、各市町村が収納対策の

取組を行っております。 

 本市におきましては、平成３０年度の状

況で言いますと、標準収納率が９０．９

１％の設定に対して、実収納率としては９

２．２２％、令和元年度で申し上げますと、

標準収納率が９１．８４％のところ、実収

納率として９１．９２％、令和３年度が標

準収納率９２．０９％のところ、９２．６

３％で、広域化が始まってしばらくは、委

員御指摘のとおり、標準収納率を達成して

いる状況がございました。 

 ただ、令和２年度を含め、他の年度につ

いては、達成できていない状況もございま

す。この点については、さらなる努力が必

要であると認識しております。 

 令和６年度の保険料率等の統一化以降、

収納対策の取組につきましても、大阪府及
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び府内市町村と連携協力しながら、共通の

基準で取り組むべきところは取り組んで

いくという動きもございますので、引き続

き、大阪府、府内市町村と連携した収納率

向上に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。 

 それでは、一つ目の出張特定健診のこと

についてです。受診状況についてお答えを

いただきました。受診者も増えたとか、２

年連続で受けたとか効果があったんだろ

うと思います。 

 被保険者人数が減少している中での増

加ということで、よかったなと思います。

出張特定健診のように身近な場所で受診

できる、これは大きなメリットであります。

今後どのような展開を考えておられるの

かお聞きをしたいと思います。 

 それから、糖尿病性腎症重症化予防につ

いてです。３年かけての様々なフォロー、

指導といったことが、じっくりと時間をか

けながら改善に努めていかれるというこ

とがよく分かりました。 

 以前にもこの質問をさせていただきま

したが、この予防事業参加者については人

工透析に移行していなかったという結果

も出ているとお聞きしました。現在も同じ

状況であるのかどうか、また、人工透析へ

の移行者数を減らすために、どういった工

夫を考えておられるのか、お答えをいただ

きたい。 

 それから三つ目です。収納状況について

はお答えをいただいて、分かりました。あ

りがとうございます。令和６年度から府内

統一保険料の国民健康保険事業を運営す

ることになります。 

 今後もしっかりと取り組んでいかなけ

ればならないでしょうけれども、併せて医

療費、こちらもしっかりと抑えていかなけ

ればならないと思います。 

 被保険者の健康維持や疾病予防につい

て大事なことだと思います。保健事業を実

施されている中で、摂津市として何か工夫

されていることがありましたらお聞きし

たます。 

 ３点以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 福住委員の２

回目の３点の質問に答弁申し上げます。 

 まず、１点目の出張特定健診の今後の展

開についてです。 

 令和５年度に実施した出張特定健診の

受診後アンケートにおいて、受診者の約７

３％が「家から近い」、約４６％が「土日

に実施している」ことが出張特定健診の受

診理由でありました。 

 委員がおっしゃるように、被保険者にと

って身近な場所や受診しやすい日程で実

施することが、特定健診の受診率の向上に

向けて必要なことであると考えます。 

 このことを踏まえ、まずは地域ごとの特

定健診の受診率を分析し、受診率が伸び悩

んでいる地域等において、身近な場所にあ

る公共施設等での健診実施可否について

関係機関等と協議し、実施に向けた検討を

進めてまいります。 

 次に、２点目の糖尿病性腎症重症化予防

事業の人工透析への移行についてです。 

 委員がおっしゃるように、令和５年度に

おいても、事業参加者に新規人工透析移行

者はおりません。一方で、令和６年１月時

点の人工透析患者数は、令和４年度末と比

べて８名ほど増加しています。 

 次に人工透析への新規移行者数を減少
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させる工夫についてでございます。 

 これまで初年度に保健指導を受けてか

ら、翌年度以降の栄養指導に参加される方

が減少する状況でありました。しかし、実

際に栄養指導に参加された方からは、調理

実習やフォロー講座において好評をいた

だいておりましたので、令和６年度はプロ

グラムを一部変更し、初年度から栄養指導

を実施できないか検討しているところで

ございます。 

 翌年度以降の事業参加者の減少を防ぐ

ことで、人工透析への移行者数を少しでも

減らすことができればと考えております。 

 次に、３点目の保健事業で工夫している

内容についてです。 

 まず、人間ドック費用助成がございます。 

 大阪府の共通基準では、１万３，０００

円を費用助成の上限としておりますが、よ

り多くの方に人間ドックを受診していた

だくため、共通基準の２倍となる２万６，

０００円を費用助成の上限としておりま

す。 

 また、２点目でも答弁させていただきま

した糖尿病性腎症重症化予防事業では、国

立循環器病研究センター監修のプログラ

ムに基づき、料理教室タイプの栄養指導を

実施しており、これは国の実施プログラム

に加えて実施している内容であり、近隣市

の中でも実施している市町村は少ないと

聞き及んでおります。 

 その他、市が実施している健康推進事業

と連携しながら、国保被保険者の健康維持

や疾病予防に向け、保健事業を推進してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。 

 １点目の出張特定健診の実施について

です。アンケートを取られて、「家から近

い」、また「土日に実施している」という

のが効果を上げている理由とのことでし

た。 

 受診者数が増加している中で、党として

要望しておりましたが、今公共施設２か所

で実施していただいております。今後は、

場所を展開していただけたらと思います。 

 一つは安威川公民館です。ここは図書館

の利用もありますので、ぜひ、実施の検討

をしていただきたいと思っております。 

 そして、いずれできるであろう味生コミ

ュニティセンターです。新しい施設という

ことでもあります。乗入れのいろんな問題

解消もしながら、検討の中に入れていただ

いて、今後の建設等の計画にも、加味して

いただければと思います。 

 もう一つは、身近な場所という点で、公

共施設以外での実施を検討してはどうか

と思います。 

 例えば、商業施設、スーパーマーケット

の駐車場などを利用させてもらうのはい

かがかと思います。併せて店内で空いてい

るスペースを活用しながら出張健診がで

きないか、そういった提案もぜひやってい

ただけたらと思います。いきなりスーパー

マーケットで実施は、なかなか難しいかも

しれません。まずはその前に健康相談やり

ますよっていうことを、スーパーマーケッ

トの中で周知して、健康に対する相談をこ

ういうお店でもやっているんだと意識づ

ければ、こういう健康診断の機会にもうま

く乗っかれないかと思います。 

 お店としても、それでお客さんを伸ばせ

て、両方の相乗効果を提案しながら、ぜひ

職員の皆さんの知恵を集めて、公共施設だ

けではなく、そういったところの検討もや

ってみてはいかがかと思っております。 
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 生活習慣病の予防、そして様々な保健事

業を実施するにしても、まずは健診結果が

ないと始まらないことから考えますと、ぜ

ひとも未受診者の対策として、受診機会の

確保に注力をしていただきたい。そして出

張特定健診の受診者の増加、これにしっか

りと取り組んでいただきたいと思います

ので、これは要望とさせていただきます。

御検討ください。 

 それから、糖尿病性腎症重症化予防事業

についてです。令和４年度に比べて８名ほ

ど増加しているという数字もございまし

た。 

 これにつきましては、社会保険から加入

されてきた方や、他から転入されてきた方

ということも内訳の中にはあるのだろう

と思っております。大事なことは、既存の

国保加入者で特定健診やレセプトデータ

を基に、糖尿病性腎症の重症化が疑われる

にもかかわらず人工透析に移行してしま

う方を予防することです。 

 人工透析に移行されますと、多額の医療

費や継続的な治療が必要となり、被保険者

の方にとっては、身体的にも、生活面でも

負担が大きくなっていくことは、御承知の

とおりだと思います。そういったことには

しっかりと取り組んでいただきたい。 

 国の糖尿病性腎症重症化予防、このプロ

グラムにつきましては、地域の実情に合わ

せて、抽出の基準を柔軟に変更できるとい

うことが盛り込まれるのではないかと聞

いてもおります。そのことによって、早い

段階で介入することが可能になるのでは

ないかと考えます。 

 人工透析に移行する方をとにかく少し

でも減らすために、事業参加者へのアプロ

ーチはもちろんのこと、治療を中断してい

る方、また健診のみ受診されている未治療

の方に対して、医療機関への受診勧奨を積

極的に行っていただきたい。 

 この人工透析は、行う側にとっては、結

構いい事業だそうで、必ず週３回来てくれ

ることになりますと。そういう意味では、

言葉は悪いかもしれないけれど利益の上

がる事業だとも聞いております。 

 摂津市の正雀辺りにもしかしたら人工

透析を受けられる事業者ができるのでは

ないかといううわさも聞いてはいます。 

 治療をしなければいけない方にとって

は、身近なところで治療が受けられるのは

いいんでしょうけれども、やはり重症化に

ならないよう、私たちとしては、こういっ

たことを推進していくことが大事だと思

っております。ぜひ、今後ともご尽力いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

 それから、保険料についてお答えいただ

きました。保健事業の取組、いろいろと工

夫をしていただいていることを理解いた

しました。人間ドックの補助金も増額して

いただいたりしながら、やっている。そし

てこれからは国立循環器病研究センター

と国立健康・栄養研究所などと様々な形で

健康にしっかり取り組んでいくことにな

ると思います。 

 国民健康保険事業を運営していく上で

は、保険料の確保、医療費の抑制、これは

もう基本的なことになると思います。保険

料の支払いについては、様々な事情はある

と思います。ただ、これから年齢の高い方

が増えていって、年金だけの生活になって

いくことを考えますと、やっぱりその辺を

推測されることがあると思います。丁寧に

相談に乗っていただきながら、収入の確保

に努めていただきたいとお願いしておき

ます。 

 そして医療費の抑制について様々な観
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点から実施はされておりますけれども、被

保険者の状況に合わせた工夫を加えなが

ら、保健事業の取組の推進をお願いして、

要望としたいと思います。 

 以上で終わります。 

○増永和起委員長 福住委員の質問が終

わりました。 

 ほかにありますか。 

 森西委員。 

○森西正委員 １点だけですけども質問

させていただきます。 

 予算書、１０ページです。歳入、３府支

出金、１府補助金、１普通交付金です。６

８億円ほどですけれども、前年と比べると

３億円以上増額になっております。 

 主な内訳は給付金となると思いますが、

予算としてどういう算出をされているの

か、お聞かせいただきたいと思います。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは森西委員

の質問、普通交付金の主な内訳で、給付費

の算出方法になるかと思いますけれども、

こちらの質問にお答えいたします。 

 平成３０年度の国保の広域化以降、給付

費、いわゆる医療費につきましては、大阪

府から普通交付金という形で全額賄われ

る仕組みとなっております。 

 お問いでございます普通交付金の大半

を占めるこの給付費の算出の方法につい

てでございます。一番大きな療養給付費で

申し上げますと、大阪府から示される推計

の被保険者数に直近２か年の伸び率を踏

まえた年齢構成別の一人当たり給付費の

見込み額を乗じて得た額に対して、さらに

高額薬剤の保険適用が発生した場合に想

定される費用額を加味しまして、年間トー

タルでの給付見込み額を算出していると

ころでございます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 算出の仕方をご説明いた

だきました。医療品対応をする財源として

の歳入増ということで、僅かこの１年で３

億円以上も増えています。今後のこの医療

費の動きの予測をどのようにされている

のか、お聞かせをいただきたい。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは２回目の

質問にお答えいたします。 

 今後の医療費の動きといいますか、かね

てより国民健康保険の被保険者につきま

しては、６５歳以上の、いわゆる前期高齢

者の方々が全体の４割以上を占めていま

す。国民健康保険については、相対的に医

療費のかかる年代の方が多く加入されて

いる、そういう制度でございます。 

 また、医療そのものの高度化であったり、

先ほども言いました高額薬剤の保険適用、

こういった背景もあり、年々、医療費の単

価そのものが、増加傾向にございます。 

 今後の医療費の見込みでございますけ

れども、この６５歳以上の前期高齢者の

方々の割合につきましては、令和７年度以

降、割合としては増加していくことが想定

されておりまして、大阪府国民健康保険運

営方針におきましても、一人当たり医療費、

医療費総額ともに、増加していく傾向が示

されているところでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員。 

○森西正委員 今のご説明で、前期高齢者

の医療費が増えてくるということであり

ます。国保から健保組合に移行を促される

という動きもあって、国保財政は厳しいと

思っております。 

 各市町村がおのおの国保運営をして、最
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低限行わなければならない、いろいろな事

務手続を、広域化によって同じことをする

ので、そこは経費の削減につながると思っ

ております。しかしながら、医療費が増え

て、国保の保険料も増えるということであ

って、単純に、広域化によって経費が削減

されたところが目に見えてこないと思い

ます。 

 各市町村で国保運営をして保険料が幾

らになりますと。でも、広域化によって、

経費削減の効果が出て、実際の保険料から

これだけ軽減をされていますというとこ

ろが、見えてこないです。 

 前にも話をさせてもらったと思います

が、大阪府から、その点を示していただい

ていないと。本来、保険料の運営を摂津市

単独でやっていたときは、この保険料です。

でも、広域化によって経費が軽減をされて、

この保険料になっていますという説明を

示していただけていないので、我々、市民

に対して説明ができないということがあ

ります。我々は、経費は削減されていると

思っているんですけれども、その辺も示し

ていただけていないので分からないです。

大阪府には、その辺を示していただけるよ

うに、また、要望をしていただきたいと思

います。我々、市民に対して、説明をする

義務があると思います。よろしくお願いし

て、質問を終わりたいと思います。 

○増永和起委員長 ほかにありますか。 

 光好副委員長。 

○光好博幸委員 それでは、私からは、２

点聞かせていただきます。 

 まず質問１番目です。予算概要１６６ペ

ージになります。 

 保健事業費全般についてです。今まさに、

第３期のデータヘルス計画策定の最終段

階に入っていると思います。令和６年度は、

新たに策定される第３期のデータヘルス

計画を基に、各種の保健事業を展開される

ことになろうかと思います。 

 この第３期データヘルス計画について、

第２期データヘルス計画の総括評価も含

めて、どのような点が変更されるのか、１

回目お聞かせください。 

 質問２です。予算概要１６６ページ。人

間ドック等助成金についてです。 

 人間ドックについては毎回恒例で聞か

せていただいています。今回、人間ドック

助成費に加えて新たに脳ドックの受診費

助成として支給されるかと思います。前年

度から予算が増額になっておりますけど

も、その増額となる人間ドック助成費の現

状と脳ドックの受診費用の助成に係る予

算について、お聞かせください。 

 １回目以上です。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 光好副委員長

の保健事業に関する２件の質問にご答弁

申し上げます。 

 まず１点目のデータヘルス計画の変更

予定の内容についてです。 

 第３期データヘルス計画を策定するに

当たり、第２期データヘルス計画期間中の

評価及び健康課題の分析等を行いました。

本市の主要な健康課題に大きな変更点は

なく、第２期データヘルス計画に基づき実

施してきた主要な１０保健事業のうち、特

定健診や特定保健指導等の９保健事業に

ついては、引き続き取り組んでいくことに

なります。 

 しかし糖尿病予防に着目して実施して

いた事業につきましては、計画期間中の事

業実施結果等を踏まえまして、より広い健

康課題を解決するため、生活習慣病予防を

図る事業へと見直しました。 
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 また、ジェネリック医薬品は、既に国の

目標である使用割合８０％を超えており

ます。このように実績が目標を超えたもの

は、目標を上方修正するなど事業内容の変

更や到達度などを踏まえて、評価指標の見

直しを考えております。 

 次に、２点目の人間ドック受診費用助成

の現状と、脳ドック受診費用助成に係る予

算額についてです。 

 令和４年度の人間ドック受診費用の助

成件数は１５９件、令和５年度の令和６年

１月末時点の助成件数は１４１件です。現

在の推移でいいますと、令和４年度を少し

上回る件数に着地する見込みでございま

す。 

 被保険者数は減少している状況でござ

いますが、助成件数は増加傾向にあるため、

令和６年度の人間ドック受診費用の助成

額につきましては、令和５年度の予算と比

較して１５件程度の増加を見込んだ予算

額としております。あわせて、令和６年度

から上限を２万円とする脳ドック受診費

用の助成を考えており、その予算を２００

万円と見込んでおります。 

○増永和起委員長 光好副委員長。 

○光好博幸委員 それでは、２回目、質問

させていただきます。 

 質問１です。第２期データヘルス計画期

間中の総括を踏まえたものは、継続するも

のは継続して、見直すものは見直すと考え

ていることは理解いたしました。 

 計画は、策定してから事業を実施してい

くということで、よく言われるＰＤＣＡサ

イクルを、しっかりと回すとが重要になろ

うかと思います。第３期データヘルス計画

では、その辺りの進捗管理をどのように進

めていくのかという点についてお聞かせ

ください。 

 質問２です。人間ドック等助成金につい

てです。人間ドックの助成費用については

１５件程度増加傾向にあることを理解し

ました。あと脳ドックについても、上限２

万円というところで、助成の内容は理解い

たしました。 

 先ほどの御答弁から、後者の人間ドック

受診費用の助成で２００万円の予算を組

まれているとお聞かせいただきましたけ

れども、確認の意味で積算根拠はどのよう

な考えの下、予算を計上されているのか、

もう少し詳しくお聞かせください。 

 ２点目、以上です。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 光好副委員長

の２回目の質問にご答弁申し上げます。 

 まず、１点目のデータヘルス計画の進捗

管理についてです。 

 第２期データヘルス計画でもそうであ

ったように、第３期データヘルス計画につ

きましても、最終目標とは別に年度ごとの

目標値を設定し、評価シートを活用しなが

ら、前年度の実績、成果、課題の整理を実

施していく予定でございます。毎年度評価

を繰り返すことで、ＰＤＣＡサイクルを回

し、よりよい取組につなげていきたいと考

えております。 

 次に、２点目の脳ドック受診費用助成の

予算積算根拠についてです。 

 予算を積算するに当たり、脳ドック費用

の助成上限額と助成件数見込みを算出し

ました。 

 まず、助成上限額です。現在実施してい

る人間ドック受診費用助成では、申請の多

い医療機関での人間ドック受診費用平均

約４万７，０００円に対して、約５５％に

当たる２万６，０００円を助成金額として

おります。この割合と同水準となるよう、
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同様に算出した脳ドック費用平均約３万

５，０００円に対して、約５５％に当たる

２万円を助成上限額と設定しました。 

 次に、助成件数の見込みですが、近隣市

において、人間ドック費用助成件数に対す

る脳ドック費用助成件数の割合を確認し

たところ、約５８％でありました。この割

合を令和４年度、人間ドック費用助成件数

に乗じることで、約１００件の助成件数が

あることを見込み、令和６年度予算額を２

００万円としております。 

○増永和起委員長 光好副委員長。 

○光好博幸委員 それでは、３回目全て要

望とします。 

 質問１です。第３期データヘルス計画で

す。進捗管理の流れに関して理解しました。 

 データヘルス計画は、レセプトデータあ

るいは健康データなど様々なデータ分析

に基づいて、効果的かつ効率的に保険事業

の取組をされた計画であろうかと認識し

ています。 

 毎年、しっかりとデータ分析することで

健康課題などの解消に努めていただいて、

事業の効果をより高めていくことが重要

であるかと考えます。 

 先ほどご答弁ありましたように、この計

画に基づく各事業の進捗管理をしっかり

と実施することが、市民の健康を増進、ひ

いては医療費の適正化につながるものと

考えますので、せっかくですから、策定し

た計画を実効性の高いものにしていただ

くあるいはしっかりと進捗管理を進めて

いただきたいと思います。要望としておき

ます。 

 続きまして、質問２です。２００万円の

積算根拠についてお聞かせいただきまし

た。２万円の１００件の２００万円という

ところでございましたので理解いたしま

した。 

この脳ドック費用助成に関しては、前回

も言ったかもしれません。私からも要望さ

せていただいたことでございますので、実

施に至ったことは非常に喜ばしく思いま

す。高く評価させていただきたいと考えて

おります。 

 北摂では、池田市、茨木市、豊中市、高

槻市の４市が脳ドック助成をされておら

れます。そこに肩を並べた格好になると思

います。 

 実は先日、会社において、目の前で同僚

が倒れてしまいまして、非常に焦りました。

二、三人いる中で１人が倒れて、何とか難

を逃れて救急車で運ばれました。何が起こ

ったのかと後で聞くと、脳に腫瘍があって、

それが原因ではないかということで今は

入院されている状況です。 

 実は私も、この歳になって人間ドックは

受けてますけど脳ドックは受けていませ

ん。決して他人ごとではないなと思ってい

るので、私も機会を見つけて脳ドックは受

けさせていただこうかと思います。 

 このように早期発見は重要でございま

す。重症化予防という観点からも、より多

くの被保険者さんに対して、そういったリ

スクも含めて、人間ドックを受けていただ

くことが重要になるかと思います。チラシ

であったり、窓口のモニターであったりい

ろいろと被保険者に対して周知していた

だいていると思います。目の前でそういう

ことが起こると、私ごとにもなりますし、

そういったことも含めてさらなる工夫を

図りながら周知あるいは本当に被保険者

さんに受けてもらうような工夫もしてい

ただけますように、よろしくお願いします。

要望とします。 

○増永和起委員長 光好委員の質問が終
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わりました。 

 ほかにありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 次に、議案第８号及び議案第１４号の審

査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 それでは議案第８号及

び１４号に関わる部分に関して質問させ

ていただきます。１点だけでございます。 

 決算審査に係る委員会の際にも、質疑さ

せていただいております、後期高齢者医療

保険料についてでございます。予算書１０

ページです。 

 摂津市議会からも、令和５年度大阪府後

期高齢者医療広域連合議会議員に、松本副

議長が選出されており、資料等を頂いた中

で、令和６年度は保険料率の２年ごとの改

定の年度ということで、その概要について

もう一度教えていただきたい。 

 １回目、以上です。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、三好委員

の質問にお答えいたします。 

 令和６年度保険料率の改定に係る概要

のお問いでございます。 

 令和６年度保険料率の改定の概要とし

ましては、主に３点ございます。まず１点

目が、保険料の均等割額、所得割率の変更

がございます。それから２点目が、保険料

の賦課限度額の変更、３点目が保険料の軽

減措置に係る変更でございます。 

 具体的に、まず１点目の均等割額、所得

割率につきましては、均等割額が年額５万

４，４６１円から５万７，１７２円に、そ

れから所得割率が１１．１２％から１１．

７５％に変更されます。 

 ただし、激変緩和措置により、令和６年

度においては、基礎控除後の総所得金額が

５８万円を超えない場合は、１０．９４％

とされます。 

 ２点目の賦課限度額につきましては、６

６万円から８０万円に変更されます。ただ

し、激変緩和措置により、令和６年度にお

いては、昭和２４年３月３１日以前生まれ

の方等については、７３万円とされます。 

 ３点目の保険料の軽減措置につきまし

ては、５割軽減の対象世帯に係る所得判定

基準について、被保険者数に乗じる金額が、

２９万円から２９万５，０００円に変更さ

れます。 

 同様に、２割軽減については、対象世帯

に係る所得判定基準について、被保険者数

に乗じる金額が、５３万５，０００円から

５４万５，０００円に変更されます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好俊範委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 ２回目、要望だけでございます。 

 おおむね保険料の改定の概要について

は理解いたしました。所得割率と賦課限度

額においては激変緩和措置も設けられる

ということで、先ほども申し上げましたが、

対象の方に伝わるよう丁寧な周知、お願い

したいと思います。 

 ただ、この後期高齢者医療保険料につい

ては、決算委員会のときにもお伺いしまし

たが、保険者である広域連合の歳入に占め

る各市から集められた保険料の割合は１

割程度ということでして、制度として破綻

しているのではないかと思っている次第

でございます。 

 私、個人的に一番重要にしているのが、
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次世代にツケを残さないようにしたいと

思いながら、政治させていただいています。

しかしそういうツケがどんどん今回って

きている状況にあると感じております。 

 だからこそどこかで線を引いて、なるべ

く自分たちも子どもや孫の世代にいいも

のを残していきたいと思っております。こ

のような中で、現代世代の負担と様々な課

題はあると思いますが、全世代が、納得い

くような制度となるように議論をしてい

くことを、引き続き、もう市だけでは駄目

だと思いますので、国や広域連合に働きか

けていっていただきたいと思っておりま

す。こちら要望として質問を終わりたいと

思います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 ほかにございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、後期高齢者医

療制度の保健事業について、特に該当する

ページはありませんけれどもお聞きをし

ます。 

 これからの超高齢社会、もうどんどん進

んでいくわけですけども、７５歳以上の方

が加入するこの後期高齢者医療制度の保

健事業はどのように進めていかれるのか

お聞きしたいと思います。 

 制度の中での本市の保健事業の実施状

況について、まず教えていただきたい。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 それでは、福住

委員の後期高齢者への保健事業の実施状

況について、保険者である大阪府後期高齢

者医療広域連合からの情報を踏まえてお

答えいたします。 

 まず、国民健康保険でも取り組んでいる

内容ですが、健診事業、健診の未受診者対

策、人間ドック費用助成、糖尿病性腎症重

症化予防事業等を実施しているところで

ございます。 

 また、府内における健康課題への対策と

して、医療機関への重複・頻回受診者に対

する訪問指導や、高血圧症重症化予防等を

実施しております。 

 次に、摂津市が後期高齢の被保険者に対

して実施している保健事業でございます。

ＫＤＢシステムなどを活用して、個別自治

体が抱える健康課題を抽出分析し、関係機

関と連携して進める高齢者の保健事業と

介護予防の一体的な実施の取組を進めて

いるところでございます。 

○増永和起委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 後期高齢者保健事業も

国保と同じような形で進められていると

いうことで理解いたしました。 

 御答弁いただきました高齢者の保健事

業と介護予防の一体的な実施についてで

す。以前にも質問させていただいたことが

ありますが、これから体制づくりというこ

とであります。体制を整えて、既に取組が

進められているものを今後はどのように

発展させていくかお聞きをします。 

○増永和起委員長 田村課長代理。 

○田村国保年金課長代理 それでは、福住

委員の２回目の質問、高齢者の保健事業と

介護予防の一体的な実施の取組内容につ

いての質問にご答弁申し上げます。 

 令和５年度は、ハイリスクアプローチと

しまして、健診を受診しておらず医療機関

にもかかっていない健康状態が分からな

い被保険者に対してアンケートを送付し、

アンケート結果に応じて保健師が電話や

訪問をすることで、医療受診勧奨や健診受

診勧奨等を実施しております。 

 ポピュレーションアプローチとしまし

ては、高齢者が集まる機会等を活用して、
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フレイル予防、健康相談や健診受診勧奨を

実施しております。 

 令和６年度につきましても、令和５年度

の実績を踏まえ、取組内容を工夫しながら

継続して実施していく予定でございます。 

○増永和起委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。 

 私も地域を回っていますと、本当に病院

へ行きたがらない高齢者の方もたくさん

いらっしゃいます。もういよいよ階段も降

りられなくなって、どうしたらいいかと相

談されますが、それに対して答えることは

本当に簡単ではありません。 

 夫婦ともに高齢者になって、どっちも介

護するには難しい状況になっているご家

庭もいらっしゃいます。こういったハイリ

スクアプローチ、またポピュレーションア

プローチは、本当に進めていただかなけれ

ばいけないと思っております。 

 保健事業の介護予防との一体的な実施、

理解をいたしました。後期高齢者の方がい

つまでも健康維持できることで、広域連合

や国が目指している医療費の抑制、そして

健康寿命の延伸につながること、そして人

生１００年時代を健やかに過ごしていた

だけること、そういったことにつながって

いくと思います。 

 国民健康保険と同様に、後期高齢者の保

健事業についても丁寧に、なかなか心を動

かしてくれない人もいるかもしれません

けれども、丁寧に取り組んでいただいて、

今後ともこの健康寿命の延伸にしっかり

取り組んでいただきますように要望いた

します。 

○増永和起委員長 ほかにありますか。 

 森西委員 

○森西正委員 それでは、保険料の件を確

認したかったのですが、三好委員の質問で

保険料の件に関しては御答弁がありまし

たので、変更点については理解をしました。

保険料に関して、政府が少子化対策財源確

保のために、医療保険料に上乗せする新た

な支援金制度の負担額は、平均で一人当た

り月５００円弱になるという見通しを表

明されております。 

 この点が後期高齢者医療保険料への影

響があるのか、現在分かっている範囲で結

構ですのでお聞かせいただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

○増永和起委員長 畑原課長。 

○畑原国保年金課長 それでは、森西委員

の質問にお答えいたします。 

 医療保険に上乗せする支援金制度につ

いて、報道等でも子育て支援の財源として

確保するために制度化していくという話

がございます。 

 内容としましては、政府が２月１６日に

閣議決定しております子ども・子育て支援

法等改正案がございます。こちらによりま

すと、少子化対策の財源確保のため、支援

金制度を創設して、令和８年度から運用を

始めることとされており、世代間の負担割

合については、現在の医療保険の保険料負

担割合をベースに、当初の２年間は、現役

世代を含む７４歳以下の医療保険の加入

者に対し、事業主の負担分も含め、全体の

９２％の負担を求める一方で、７５歳以上

の後期高齢者医療制度の加入者に求める

負担は、８％とされていると聞き及んでお

ります。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 森西委員 

○森西正委員 支援金制度の影響につい

て、ご説明をいただきました。少子化対策

においても、高齢の方からということに、

これからなってくるということです。 
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 平成２０年度から老人保険制度が、後期

高齢者医療制度に変わりました。これも広

域連合による運営を開始されました。保険

料の所得割率は、基本的には増加していっ

ています。 

 もちろん医療給付に係る費用が年々増

えていることが大きい要件だと思います。

ここも広域化によって、事務経費の軽減効

果がどれぐらい出ているのか、数値として

やっぱり見えないというところがありま

す。例えば老人保険制度で、そのまま後期

高齢者医療制度になっていない場合でし

たら、幾らの保険料に実際なっているのか。

それが後期高齢者医療制度に変わって、事

務が統一化をされて、広域化によって事務

経費が軽減されているから、保険料が安く

なっているとは思っていますが、このとこ

ろが見えてこないのが現実です。 

 これも国保と一緒です。後期高齢者医療

制度について、我々、市民に説明をするた

めに、やっぱり見える形で、数値として出

していただきますように、これは、広域連

合の方に要望していただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 反対に、広域連合からすると、各市町村

の、老人保健の部分は分からん話だと思い

ますので、そこは現実的にどうなのか。軽

減されているのか、されてないのか。もし

軽減されていないのであれば、そこはやっ

ぱり改善なりしていかないといけないと

思います。ぜひとも広域連合に、要望して

いただきますよう、よろしくお願いします。 

 以上で終わります。 

○増永和起委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○増永和起委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後３時５４分 休憩） 

（午後３時５６分 再開） 

○増永和起委員長 再開します。 

 議案第７号、議案第１３号及び議案第２

９号の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 三好委員。 

○三好俊範委員 それでは質問をさせて

いただきます。 

 まず一つ目、予算概要１８０ページ。介

護人材確保事業についてです。介護支援専

門員、ケアマネジャーの資格は５年ごとの

更新制となっておりまして、更新するため

には、更新研修を受講する必要があると聞

いております。 

 受講しないとケアマネジャーとして従

事できなくなるということで、今回新たな

取組として補助制度を創出されるという

ことです。市内ケアマネジャーの現状につ

いて、市としてどのように把握されている

のかお伺いしたいと思います。 

 ２点目、予算概要１８６ページ。一般介

護予防事業費です。一般会計でも、自治会

や老人クラブの加入率の低下について話

がありました。自治会や老人クラブなどの

地域の交流は、高齢者が外出をするきっか

けとなり、身体的な健康だけではなく、交

流を通じた精神的な健康づくりに大きく

寄与していると思います。 

 残念ながら、自治会や老人クラブへの加

入率が低下している現状ではありますが、

介護保険制度の枠組みの中で、健康づくり

や仲間づくりなど高齢者の生きがいづく

りに関わる現状の取組について教えてい

ただきたいと思います。 

 続きまして、同じく１８６ページの地域

介護予防活動支援事業でございます。タブ
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レットレンタル料についてです。 

 これまで令和５年度の予算の中でも計

上されていたと思います。現在の取組内容

についてどのようにされているのか教え

ていただきたいと思います。 

 続きまして、ページは特にありませんが、

全国的に高齢化が進んでいる中で、人口の

構造が急速に高齢者の方に傾いておりま

す。改善する見通しがない中、社会保障制

度は今後どのようになっていくのか不安

に思うところであります。 

 平成１２年度の介護保険制度開始以降、

介護保険料の金額は３年ごとの見直しの

度に上昇する傾向があり、本市においても

第８期の６，２８０円から６，４９０円を

基準額とする見直し案が示されていると

ころであります。 

 このような状況の中で、本市における高

齢者人口の現状と将来推移を踏まえた介

護保険制度の今後の見通しについてどの

ように認識されているのか教えていただ

きたいと思います。 

 最後です。議案第２９号の介護保険条例

の改正についてお伺いしたいと思います。 

 今回、保険料の基準額の改正に合わせて、

所得段階を１２段階から１７段階に多段

化するということです。こちらの意図と他

市の状況についても併せて分かる範囲で

お教えいただきたいと思います。 

 ２回目、以上です。 

○増永和起委員長 細井課長 

○細井高齢介護課長 それでは、１点目の

介護人材確保事業でございます。 

 現在、市内の居宅介護支援事業所は１７

事業所、介護保険サービスを利用するに当

たって必要となるケアプラン作成の担い

手となるケアマネジャーは約７０人とな

っております。 

 また、ケアマネジャー一人当たりの平均

担当件数でございますが、運営基準に規定

する１人当たり標準担当件数が３５件で

あるのに対し、３３．２件という状況でご

ざいます。 

 このような中、介護保険サービスの利用

を必要とする要介護等の認定者数は令和

４年度で４，２０９人となっておりまして、

団塊の世代が７５歳以上となる令和７年

度には、４，５４３人になると見込んでお

り認定者の増加に伴いまして年々業務が

肥大化する傾向にあると認識しておりま

す。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 ２番目、介護保険制

度の枠組みの中での健康づくりや、仲間づ

くりなど、高齢者の生きがいづくりに係る

現状の取組についてお答えいたします。 

 介護予防普及啓発事業におきましては、

地域で活動を行うグループに講師を派遣

しまして、「摂津みんなで体操四部作」、「せ

っつはつらつ脳トレ体操」の指導、口腔や

栄養に関する講話を行う「はつらつ元気で

まっせ講座」を開催しており、令和５年度

には、３グループに対して開催しておりま

す。 

 地域介護予防活動支援事業におきまし

ては、健康づくりグループの勉強会や交流

会を開催しており、令和５年度にはコミュ

ニティプラザで開催した勉強会に７３人

が参加、文化ホールで開催した交流会に３

１８人が参加となっております。 

 また、同事業におきまして、高齢者の閉

じ籠りを防止するとともに、高齢者の社会

参加を促進し、生きがいづくりにつなげる

ための地域に密着した「通いの場」として、

委託型つどい場、補助型つどい場、街かど
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デイハウスの取組を行っておりまして、９

か所の委託型つどい場、２１団体の補助型

つどい場、１か所の街かどデイハウスに、

高齢者が通い、集っておられます。 

 健康づくりグループの勉強会や交流会

の参加者数につきましては、コロナ禍前と

比較して減少しております。要因としまし

ては、新型コロナウイルス感染症の影響を

受け、活動を休止、縮小している健康づく

りグループがあることが挙げられます。 

 今後、市として、活動を休止、縮小して

いる健康づくりグループに対し、健康づく

りグループのリーダーを担ってくださっ

ている「いきいき体操の会」と共に、活動

再開の働きかけをしてまいりたいと考え

ております。 

 続きまして、３番目、地域介護予防活動

支援事業のタブレットレンタル料につい

てお答えいたします。 

 本予算は、オンラインの委託型つどい場

に係るタブレットのレンタル料でござい

ます。当初、新型コロナウイルスの感染対

策が求められる中、つどい場への参加を控

え、自宅でのひきこもりによりフレイルが

進行してしまう方が多数出てくることが

懸念されておりました。 

 その対策としまして、つどい場への参加

を控える方々にタブレットを貸与し、オン

ラインでつどい場と自宅とをつなぐこと

で、介護予防の取組を継続する環境を整え

ることを考えておりました。 

 しかしながら、令和５年５月に、新型コ

ロナウイルス感染症の取扱いが５類感染

症に移行され、委託型つどい場は感染防止

を図りながら、高齢者の交流や介護予防の

場として開催を継続しており、令和５年度

の延べ利用者数は、１月末時点におきまし

て５，００９人、１回当たり１３．４人と

なりまして、コロナ禍以前の１６．２人に

戻りつつあります。 

 このように、高齢者のひきこもりを防止

し、介護予防を促進するというつどい場の

目的を達成していることから、当初考えて

おりましたオンラインつどい場の制度設

計を改めまして、再度、担い手団体と調整

をしてまいりました。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 細井課長。 

○細井高齢介護課長 ４番目の介護保険

制度の今後の見通しについてでございま

す。 

 本市の６５歳以上の高齢者数は、令和６

年１月末現在の総人口８万６，３７６人に

対し、２万２，１６４人、高齢化率２５．

７％となっており、高齢者数のピークを迎

える令和３４年には、総人口７万４，３６

１人に対し、２万７，１０６人と、４，９

４２人の増加、高齢化率は３６．５％まで

上昇すると予想されております。 

 また、介護を必要とする人の割合が増加

する８５歳以上の高齢者は、同年同月末現

在３，２８６人に対し、令和１８年には５，

８６０人と２，５７４人増加する見込みと

なっております。 

 このような状況から今後を考えますと、

サービスの利用が増えていけば、介護保険

料とともに市の負担も増えるというよう

な仕組みでございますので、今後も介護予

防や、認知症予防の重点的取組により、将

来の負担軽減につなげていく努力を重ね

てまいりたいと考えております。 

 国におきましても、介護保険制度の持続

可能性についての議論がされているとこ

ろでございますので、この辺りにつきまし

ても注視しながら、市として必要となる取

組を検討してまいりたいと考えておりま
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す。 

 最後５番目です。所得段階の多段階化で

ございますが、介護保険制度の持続可能性

を確保する観点から、６５歳以上の第１号

被保険者間での所得再配分機能を強化し、

低所得者の保険料上昇の抑制を目的に実

施するものでございます。 

 本市におきましては、国の基準所得金額

を踏まえつつ、課税者の中でも、人数が多

い所得３２０万円未満までを国基準から

さらに細分化することで基準額の上昇を

抑えております。 

 なお、他市の状況でございますが、北摂

７市３町で申しますと、第８期計画期間で

最も刻みが少ないのが１２段階となって

おり、本市含め豊能町、島本町でございま

す。また、最も刻みが多いのが１９段階の

吹田市となっております。第９期計画につ

きましては、本年２月２８日時点での調査

段階ではございますが、最も刻みが少ない

のは１３段階の豊能町、最も刻みが多いの

は、茨木市が２３段階を予定されている状

況でございます。 

 傾向といたしましては、ほかの自治体に

おきましても、多段階化される傾向にある

と認識しております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 三好委員。 

○三好俊範委員 それでは２回目の質問

をさせていただきます。御答弁ありがとう

ございました。 

 ケアマネジャーについてです。標準担当

件数が３５件に対して今３３．２件という

ことです。さらに団塊の世代が増えていく

と、もっと数が必要になっていくというと

ころで、人が足りていない現状については

理解いたしました。 

 今後も、要介護認定者の増加に伴って

年々業務が肥大化していくということで、

今後の人口動態を考えると、ケアマネジャ

ーの需要は本当に大きく高まってくると

思います。 

 人材不足という課題がある中で、そうい

った今回の介護人材確保事業として、ケア

マネジャーの資格更新に関わる費用の補

助に取り組まれるということです。どのよ

うな形で取り組まれていくのか、プロセス

を教えていただきたい。２回目をお願いい

たします。 

 続きまして、健康づくりの今やってらっ

しゃる現状の取組についてお伺いさせて

いただきました。決算委員会のときにも申

し上げさせていただきました。提案につい

ても、もう一回振り返っていきたいと思い

ます。 

 決算委員会のときにも、歩く習慣は一番

大事じゃないかと。とにかく外に出ていた

だいて、介護認定を受ける前に、摂津市も

よく言ってらっしゃいます健康寿命を延

ばしていただく。やっぱり体を動かさない

ことにはどんどん体も硬くなっていきま

す。動きにくくなっていくと思っておりま

す。 

 この歩く習慣を体で覚えてもらえる取

組が大事やと思っています。デジタル化の

進展によって、買い物や映画など趣味が、

オンラインで解決することが増えており

ます。お年寄りたちも、Ｎｅｔｆｌｉｘと

か、引退して、一日中見てると言うてはる

高齢者の方もいらっしゃいます。便利にな

った一方で、孤立化を引き起こしているよ

うにも思えます。 

前回提案させていただきました高齢者

に特化したスーパーマーケットや商店街

と連携した買い物ができるようなウオー

キングイベントや、地域の避難場所の確認
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と言って防災訓練と合わせて実施してい

ただいたりとか、既存の取組と掛け合わせ

ていただくことを検討いただきたい。 

 そうすることによって、介護予防にとど

まらず、防災、産業振興、自治振興と各方

面での相乗効果が期待できるのではない

かと考えます。分野、また所管をまたぐこ

となので調整がかなり難しいことはある

とは思います。もし取り組むことができた

ら、いろいろな課の問題が一気にある程度

解決とまでは言わないですけども前に進

むのではないかと思います。 

 先進的な取組にともなって、摂津市が健

康医療都市というのであれば、胸を張って

言えるような政策になると思っておりま

す。なかなか難しいとは思いますが、一度

考えていただくよう要望して、この質問は

終わります。 

 続きまして、タブレットに関してです。

オンラインのつどい場に関しては、制度設

計を改められたということです。それでも

令和６年度も一応オンラインのつどい場

はあるということで、どのような形で取り

組まれていくのか内容についてお教えい

ただきたい。 

 続きまして、高齢者の人口の部分でお話

を聞かせていただきました。現在が２５．

７％の高齢化率の中、人口は１万２，００

０人ぐらい減っていくのに、高齢者人口が

増えていると。高齢化率は３６．５％まで

増えるのではないかというお話をいただ

きました。 

 それに伴って、介護のニーズはますます

増大していく中、それだけの予算は取るこ

とができるのか、なかなか厳しいのではな

いかと予想されます。 

 やっぱりこのような中で、本市における

高齢者人口のピークを見据えて、今のうち

から対策を立てていく必要があると思い

ます。 

 先ほども言いましたけど、多分お金が足

りないと思います。どれだけ介護を必要と

しない元気な高齢者を作り上げるかとい

うことだと思います。実際９０歳を超えて

も、車に乗って普通に過ごされている方、

普通にいつもの行動をして外に行って、お

仕事されてるような方もいらっしゃいま

すし、そういう方をどんどん増やしていく

べきなんだろうと思っております。 

 生産人口が減少している中で、本当にお

金と人と課題は大きくあると思います。先

を見据えた制度設計を組んでいただいて、

しっかり取り組んでいただきたい。これ要

望としてこの質問を終わりたいと思いま

す。 

 続きまして、議案２９号についてです。 

 多段化されてる部分について１２段階

から１７段階に今回しますと提案を受け

ております。他市の状況を見ると、もっと

多段化しているところが多いんだなと。吹

田市は１９段階、そして茨木市は次に２３

段階にされるというところで、傾向として

も多段化されるということです。ただ、う

ちも１２から１７にするっていう意味合

いは理解したんですけども、収入に応じて

介護保険料を段階的に設定する制度であ

るこの介護保険料の多段化は、高所得者は

より高い保険料を支払えて、低所得者は低

い保険料を支払うということで、公平な負

担を実現し、給付費の安定的な運用を目指

すものとは理解いたします。 

 ただ、１個言っておきたいのは、２３段

階というか細分化されてる方がもちろん

いいんだろうと思います。やっぱり不公平

感はどっかであると思いますので、摂津市

に関しては１，０００万円以上の部分に関
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しては全員均一だというところで、なかな

か難しいさじ加減だと思います。 

 あまり高所得者から取り過ぎると、他市

に引っ越してしまうとかそういう恐れも

ありますので、なかなか難しいところもあ

るとは思いますが、その辺りに、適切なサ

ービスと負担のバランスが図れるよう、今

回、制度設計されますけど、しっかりと検

証していただいて、他市の動向もアンテナ

を張りながら取り組んでいただきたいな

と思います。これ要望としておきます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 細井課長。 

○細井高齢介護課長 １番目の人材確保

でございます。 

 資格更新のために必要となる介護支援

専門員更新研修につきましては、ケアマネ

ジャーとして登録している都道府県での

受講となりまして、大阪府におきましては、

６月と８月の年２回の開催となっており

ます。 

 まずは介護保険事業所連絡会と協力し

た周知により、制度利用につなげるととも

に、資格を持ちながらもケアマネジャーと

して働いていない、いわゆる潜在ケアマネ

ジャーに対する資格の再取得の研修費用

の補助も予定しております。 

 こちらにつきましては、広報、ホームペ

ージ等の活用をした周知、またハローワー

クにも協力をお願いしながら、制度利用に

つなげてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 ３番目の令和６年

度のオンラインつど場についてお答えい

たします。 

 これまでにつどい場に参加したことの

ない高齢者にタブレットを貸与し、自宅で

つどい場の活動を体験していただき、集会

所でのつどい場の参加者になっていただ

くことを考えております。これは高齢者の

外出を促し、介護予防につながるものと考

えております。 

 具体的には、プログラム期間を３か月程

度とし、ビデオ会議ツールやＳＮＳツール

の操作方法に関する講座を受講していた

だいた上で、その後はオンラインで、定期

的に集会所でのつどい場の様子の動画を

見ていただいたり、介護予防体操の動画を

見ながら、一緒に行っていただいたりする

予定でございます。 

 なお、貸与するタブレットは、あらかじ

めＳＩＭを装填し、ＬＩＮＥなどのＳＮＳ

ツールやビデオ会議ツール等のアプリを

事前設定したタブレットでございます。 

 日常の操作などで困った際には、ＳＮＳ

を活用してフォローを行い、丁寧な対応を

行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 ３回目です。三好俊範

委員。 

○三好俊範委員 ありがとうございます。 

 すみません、３回目、全て要望でござい

ます。 

 ケアマネジャーの部分に関してですが、

介護人材の不足は全国的な課題と聞いて

おります。他の自治体においても抱えてい

る問題となっておりまして、それだけに自

治体間での人材の競争になってくると思

われます。 

 保育士確保もそうだったんですけど、明

石市と神戸市で人を取り合っているとよ

く言われておりました。どういう取り合い

をするかというと、お金の上乗せ合戦です。

もう限度のないような上乗せ合戦をされ



- 63 - 

 

てたというところでございます。 

 そうやって他市がやられる中、摂津市も

追いつけ追い越せでいろいろやっておら

れます。 

 保育士に関しては他市は待機児童ゼロ

とかうたえるようになっているけど、摂津

市はずっと横ばいというか、悪くなっては

いないんですけど周りがよくなり過ぎて、

摂津市が北摂ワーストになってしまうこ

とにもなっております。 

 やっぱり先に囲い込むっていう言い方

が正しいか悪いか分かりませんけど、結構

先手を打つのは大事なんだろうなと、その

点からも思っております。 

 後から、費用の上乗せ合戦に巻き込まれ

る前に、しっかりと対策を取っていただい

て、人の確保、そして摂津市で働いてよか

ったと思ってもらえるような、制度設計も

一緒につくっていただきたいなと思いま

す。 

 検証とか、しっかりやっていただきなが

ら進めていただくよう要望して、この質問

を終わりたいなと思います。 

 続きまして、タブレットの部分に関して

です。オンラインのつどい場でも実際され

るということで、ＳＩＭを入れて自宅でネ

ット環境のない方でも見れるような状態

にしていただけることで理解いたしまし

た。 

 しかしながら、コロナ禍の中、当初オン

ラインのつどい場によって、つどい場の参

加を控える高齢者の介護予防活動が停滞

しないような環境整備を考えられていた

ということです。新型コロナウイルスの感

染症が５類に移行した中で、現在は新たな

参加者を発掘していると今の答弁から理

解いたしました。 

 タブレットは３か月の貸与の期間の後、

つどい場に興味を持った人がどの程度い

らっしゃったのかということと、つどい場

にそれがつながったのかどうかですね。ま

た、高齢者の方がタブレットをどのように

活用していったかなど、しっかりと検証し

ていただきたいと思います。 

 ３か月しか貸さないところなんで、その

後、どうやって引き継ぐというか、そのと

きは多分購入していただく形になるのか

なと思うんですけど、その辺りのフォロー

もしっかりしていただいて、期間終わった

後の１年後どうなってるかとか、そんな部

分も合わせて検討して検証していただき

たいなと思っております。要望して、私の

質問を終わりたいと思います。 

 以上です。 

○増永和起委員長 三好委員の質問が終

わりました。 

 ほかにありますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 それでは、予算概要の１

８０ページにあります介護人材確保事業

について、今、三好委員からも新規事業の

ことでいろいろと質問をされておりまし

た。これは聞かれなかったのかなと思いな

がら、７１万４，０００円の補助金の内訳

についてお聞きをしておきます。 

 それから、概要の１８６ページ、介護予

防普及啓発事業、高齢者のスマートフォン

講座を開催をしていただいておりました。

令和６年度はどのような計画をされてい

るのか、お聞きをしておきたいと思います。 

 それから、同じく１８６ページ、生活支

援体制整備委託料についてです。生活支援

有償ボランティアにおいて、生活支援コー

ディネーターはどのようなコーディネー

トを行っていかれるのか、お聞きをしてお

きます。 
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 それから、議案第２９号にあります保険

料の段階を見直すのは、そういったことが

いろいろ書かれてあるんですけれども、介

護認定審査会の委員の定数を見直されて

るかと思います。５０人から８０人にされ

たという、このことについて教えていただ

きたい。 

 以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 細井課長。 

○細井高齢介護課長 介護人材確保事業

でございます。 

 こちらの予算の内訳でございます。ケア

マネジャー１６名の資格更新費用、それと、

先ほども申しました潜在ケアマネジャー

の掘り起こしとして２名分の費用、合わせ

て７１万４，０００円を計上させていただ

いたものでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 ２番目のスマホ講

座についてお答えいたします。 

 現在、スマホ講座については、事業者で

あったりＮＰＯ法人などにお願いをし講

座を開催しております。内容としましては、

基本的なことから応用的なことまで、また、

中にはそのスマホ講座を受講された方が、

次は教える側になるというような講座展

開をしていただいているところもござい

ますので、講座を令和６年度以降も継続し

てまいりたいと考えております。 

 続きまして、３番目の生活支援有償ボラ

ンティアについてお答えいたします。 

 こちらの生活支援有償ボランティアに

ついては、生活支援コーディネーターがま

ず、初めに、依頼者の自宅へ訪問いたしま

して、ご依頼の内容を見聞きし、ご依頼に

応じられるか否かの判断を行います。 

 ２番目に、ご依頼内容に応じて、担い手

を選出した上で、担い手にサービス提供の

調整に係るお電話を行います。 

 ３番目に、依頼者にサービス提供の日時

確定に係るお電話を行います。 

 ４番目に、担い手に同行して依頼者のご

自宅へ訪問し、サービス提供を行います。 

 ５番目に、依頼者から担い手へ３０分当

たり５００円が支払われたことの確認を

行います。 

 なお、４番目の同行につきましては、担

い手と依頼者の両方が慣れてこられまし

たら行わないようにしております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 細井課長。 

○細井高齢介護課長 ４番目の認定審査

会の定数でございます。 

 こちらにつきましては、すぐに次年度か

ら数を増やしてというわけではございま

せんが、現在合議体４名体制で月１１回と

いう形で審査会をやっているところです。

今後、対象者が増えてくることが見込まれ

ており、そこに応じて、いつでも増やせる

ように、当然ながら委員を担っていただく

医師会等々との調整も必要となってまい

りますが、柔軟に対応できる体制をつくる

ために今回提案させていただいているも

のでございます。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございます。 

 ケアマネジャーの補助については理解

をいたしました。 

 人材確保とはっきりと書かれてるぐら

い、この事業はこれから大変なんだろうと

思います。 

 私もたまたま関わるケアマネジャーさ

んがいらっしゃいまして、やはり自分が高



- 65 - 

 

齢になってきたことで、もう辞めようと思

ってるっていうようなお話もありました。 

 そのときにはこの補助金を出さなきゃ

いけないっていうこと、自分は資格を持っ

ているのに更新の度にお金もいるし勉強

も受けないといけないしということも聞

いておりましたので、そういうことで辞め

ていかれるのはもったいない話やと思い

ます。 

 国会でもこの補助金については何か質

問等も出てたような気がします。それを先

行して市として補助金を出していくとい

うようなことで、決断をされたんだ思いま

す。 

 もう一つは、この補助金についてもある

んですけども、その知っている方がおっし

ゃっていたのは、このケアマネジャーの業

務には、ケアプランの作成、またサービス

担当者会議の実施、モニタリングの実施、

サービス利用票や、給付管理表の書類の作

成、自治体や介護サービス事業者との連絡

調整など様々な多岐にわたって膨大な事

務があるということであります。 

 私も、父が介護を受けているときにやっ

ぱり、月に１回とか半年に１回とか、連絡

が入ってきました。どこで打ち合わせでき

ますかっていうようなことを、私自身も仕

事をしてるもんでしたので、その調整もな

かなかしんどかった記憶があります。 

 そういった中で、健全で適正な運営、適

正な事業実施のためには市として事業者

に対する実地指導を行っており、質の高い

サービスの提供と利用者、入居者の尊厳を

守る指導アドバイスをされているんだと

思います。やっぱりこの事務負担が、すご

くしんどいと。しかも、摂津市の職員の方、

丁寧で厳しくチェックをされているとい

うこともありまして、やっぱりひと度違っ

てるとそれをまた見直したり、やり直した

りと時間もかかるということで、パソコン

に不慣れな方も中にはいらっしゃいます。

そういった負担も、一方では抱えていらっ

しゃるということもぜひご理解をいただ

いて、もちろん給付事業でありますから、

そこに間違いや適当なことや利用者さん

への説明不足といったことはあってはな

りませんけれど、こういった事業所さんと

の寄り添いですね。そこにもやっぱり人間

関係をちゃんとつくっておくことも大事

だろうし、助言をするにしても丁寧にやっ

ていくことが大事なんだろうなと思って

おりますので、ぜひこの費用の負担と、ま

たもう一歩、しっかり人間関係をつくって、

気持ちよくお互いに仕事ができるように

図っていただきたいと思います。これは終

わらせていただきます。 

 次に、高齢者のスマートフォン講座につ

いては、令和６年度も継続してやっていた

だけるということで、ありがたいと思って

おります。 

 いずれにしてもこのデジタル社会がど

んどん進む中で、私も老人会に関わってお

りますが、会員の方々が携帯、スマホを持

っていらっしゃいます。 

 ちょっとずつ上手になっていかはった

ら、ＬＩＮＥ交換しましょうかって言った

らすごい喜んでＬＩＮＥ交換をしてくだ

さったりですね。私も友好が深まっていく

んです。 

 つながるだけじゃなくて、やっぱりたま

には何かをやり取りすることでその方も

上手になって、写真の撮り方も上手になっ

たりとかしているので、やっぱり私なりに

そういうことをやるんです。 

 スマホはやっぱりこれからも必需品で

ありますので、サービスがもっともっと充
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実できるような、受け手も、充実できるよ

うな、そういった講座をこれからも普及を

していただきたいと思っております。これ

もよろしくお願いして、要望で終わらせて

いただきます。 

 次に、生活支援体制の整備について、生

活支援有償ボランティアについて、お答え

をいただきました。様々なコーディネータ

ーが依頼人とボランティアとをつないで、

仕事がうまくいくようにということであ

ったと思います。 

今後の展開ですね。今、どの辺りがこの

ボランティアは普及しているのか、当初は

たしか三島の市営住宅から始まったとお

聞きしましたけど、今どのような展開をさ

れているのかということと、あともう一つ

は、以前、社会福祉協議会がやっている無

償のボランティアがいらっしゃったと思

います。そこら辺はどうなっていくのかも

一緒に教えていただければなと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 もう一つは、議案第２９号の介護認定審

査会の委員を８０人に改めるということ

で、これはもう将来的に増えていくだろう

と、回数も増えていくだろうということを

見込んで定数を変えるということで理解

をいたしました。 

 やっぱり認定を本当にどんどん受けな

きゃいけない、また、早く判断をしてあげ

なきゃいけないっということが、これから

も予測されてのことだろうと思います。こ

れはもう認定も、速やかにやっていただく

ことを要望して、これも終わらせていただ

きます。 

 以上です。 

○増永和起委員長 答弁を求めます。 

 辻参事。 

○辻高齢介護課参事 ３番目の生活支援

有償ボランティアの今後の展開について

お答えいたします。 

 生活支援有償ボランティアは、専門的な

資格がなくても担い手として参加でき、若

い方から高齢者の方までが担い手になっ

てくださっています。 

 担い手の人数は、令和６年２月末時点で

５３人となっておりまして、中学校区別で

は、第一中学校２４人、第二中学校１１人、

第三中学校６人、第四中学校１０人、第五

中学校２人となっております。 

 支援実績としまして、令和３年度８件、

令和４年度６２件、令和５年度は令和６年

２月末時点で１９７件と、市内に広がるに

つれ、件数が増加しております。 

 中学校区別で見ますと、第一中学校６１

件、第二中学校４６件、第三中学校２７件、

第四中学校４７件、第五中学校１６件とな

っております。 

 それから社会福祉協議会でやっておら

れる無償ボランティアとの話でございま

すが、この生活支援有償ボランティアにつ

いては、生活支援コーディネーターが担当

しておりまして、同じフロアにボランティ

アセンターの無償ボランティアの担当者

もおられますので、そこで連携しながら、

当然市も一緒になって、今後も進めてまい

りたいと思っております。 

 特に生活支援有償ボランティアについ

て、周知という観点で申し上げますと、今

後地域の集まりなどに出向きまして、より

多くの方に担い手になっていただく、ある

いは依頼者になっていただくという市民

同士の支え合いを活発に展開してまいり

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○増永和起委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 分かりました。 
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 校区でまだばらつきがあるんだと思い

ます。また担い手もそこの校区でできるだ

け増えることが望ましいんだろうと思い

ますけれども、まずやっぱり周知を図りな

がら、これも一つのつながりの体制づくり

とか整備にもつながるんだろうと思いま

す。また、高齢者が地域で活躍する場がで

きることも大きな目的になると思います。

その辺の周知については今後とも進めて

いただければと思います。 

 ただ、今まで無償で受けてたという経験

の方が、今度は３０分５００円ですよって

もし何か言われたときに、どう思うかとい

うところがあります。私、ちょっと体の不

自由な方にそういうことで何度かやらせ

ていただいたことがあって、それが今度か

ら有償ですよって言われたときに、やっぱ

りその辺の兼ね合いが分からなかったん

で、そこら辺は上手に、同じ社会福祉協議

会でやってらっしゃるということなので、

丁寧に進めていただければなと思います。 

 急にそういうこと言われるとやっぱり

驚かれる場合もあるでしょうし、どこが生

活でどこがそうじゃないんやっていうと

ころも、受けるほうは分からないと思いま

す。その点は丁寧にやっていただいて、判

断をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いします。 

 以上です。 

○増永和起委員長 福住委員の質問が終

わりました。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、散会

します。 

（午後４時３７分 散会） 
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